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3 広報 9市長室こぼれ話

い
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
広
見
の
道
の

駅
の
近
く
か
ら
真
っ
す
ぐ
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
中
村
―

宿
毛
間
と
宇
和
島
―
津
島
間
が
つ
な
が

る
こ
と
に
よ
り
、
南
予
と
も
宿
毛
経
由

で
近
く
な
り
ま
す
の
で
四
国
の
三
角
形

＝
松
山
、
高
知
、
四
万
十
が
現
実
化
し

て
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
平
成
25
年
ご
ろ
に
は
①
高
知

道
が
窪
川
ま
で
延
び
る
一
方
、
中
村
、

宿
毛
道
路
の
財
源
が
窪
川
―
佐
賀
の
バ

イ
パ
ス
に
つ
ぎ
こ
ま
れ
て
そ
の
一
部
が

完
成
す
る
、
②
松
山
道
で
は
三
間
―
宇

和
島
が
つ
な
が
っ
て
、
三
間
―
宇
和
島

―
津
島
が
直
通
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
こ
ろ
に
は
国
道
４
４
１
号
の
改
良

も
だ
い
ぶ
進
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
四

万
十
市
か
ら
松
山
、
高
知
ま
で
の
所
要

時
間
は
１
時
間
半
ぐ
ら
い
に
短
縮
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ

ら
に
津
島
か
ら
宿
毛
方
面
へ
の
高
規
格

道
も
延
伸
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
四

万
十
市
と
南
予
の
時
間
距
離
は
さ
ら
に

短
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
昔
、
一
條
さ

ん
の
時
代
に
は
高
知
県
と
南
予
が
共
に

支
配
下
に
あ
り
栄
え
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
と
８
年
後
の
平

成
25
年
ご
ろ
に
は
、
四
国
西
南
の
地
に

一
條
公
経
済
が
復
興
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
値
す
る
だ
け
の

環
境
の
保
全
が
ま
す
ま
す
大
事
に
な
っ

て
も
き
ま
す
。

市
長
室
こ
ぼ
れ
話

四
万
十
市
長
　
沢
田
五
十
六

No.1

図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
あ
と

10
年
以
内
に
そ
う
い
っ
た
姿
が
実
現
す

る
よ
う
に
、
今
着
々
と
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
途
中
、
平
成
21
年

と
25
年
ご
ろ
が
交
通
網
整
備
の
大
き
な

節
目
と
な
り
ま
す

　
こ
の
動
き
は
四
方
向
か
ら
四
万
十
市

に
向
け
て
進
行
し
ま
す
。
一
つ
は
高
速

高
知
道
か
ら
、
二
つ
は
高
速
松
山
道
か

ら
、
三
つ
は
中
村
、
宿
毛
道
路
か
ら
、

四
つ
は
国
道
４
４
１
号
か
ら
で
す
。
国

道
４
４
１
号
に
つ
い
て
は
合
併
促
進
道

路
と
し
て
、
10
年
以
内
に
中
村
と
西
土

佐
が
30
分
で
結
ば
れ
る
よ
う
に
運
動
中

で
す
。
全
国
で
数
多
く
の
要
望
個
所
が

あ
る
中
、
国
土
交
通
省
も
こ
の
道
路
に

つ
い
て
予
算
増
額
に
乗
り
気
に
な
っ
て

き
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
県
の
方
も
財
政

の
厳
し
い
中
、
対
応
を
考
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
そ
し
て
平
成
21
年
に
は
①
高
知
道
で

須
崎
―
中
土
佐
間
、
②
松
山
道
で
宇
和

―
三
間
間
が
開
通
す
る
一
方
、
③
高
規

格
道
で
古
津
賀
―
宿
毛
間
と
④
宇
和
島

―
津
島
間
も
開
通
す
る
予
定
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
四
万
十
市
と
高
知
、
松
山
が

２
時
間
で
結
ば
れ
る
時
代
が
到
来
す
る

の
で
す
。
三
間
は
四
万
十
川
に
一
番
近

　
６
月
末
に
は
、
助
役
と
し
て
前
西
土

佐
村
長
の
中
平
正
宏
さ
ん
、
収
入
役
は

長
年
名
収
入
役
と
し
て
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
浜
田
朗
さ
ん
が
承
認
さ
れ
、

さ
ら
に
７
月
１
日
に
は
教
育
長
と
し
て

信
望
の
厚
い
宮
地
昭
一
郎
さ
ん
が
選
ば

れ
て
、
新
四
万
十
市
の
四
役
体
制
が
整

い
ま
し
た
。
今
後
新
市
の
歩
み
を
し
っ

か
り
と
し
た
も
の
に
し
、
将
来
の
展
望

を
切
り
開
い
て
い
く
べ
く
努
力
し
て
い

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
道
路
網
の
整
備
は
、
四
万
十

市
の
基
盤
確
立
、
農
林
業
や
産
業
の
振

興
、
南
海
地
震
対
策
、
緊
急
時
の
医
療

輸
送
な
ど
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
主
要

課
題
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
南

予
ま
で
広
が
る
四
国
西
南
の
中
心
都
市

と
し
て
、
観
光
や
農
業
の
振
興
、
買
い

物
客
の
増
大
な
ど
広
域
経
済
の
発
展
を

都まちなみ推進会議（仮称）の委 員 募 集

【任　　期】　２年間

【募集人員】　3～4人

【対　　象】　満18歳以上

　　　　　　（男女問わない、四万十市在住）

【申込方法】　電話またはファックスで9月30日

　　　　　　までにお申し込みください。

【申し込み・問い合わせ先】

　（本庁）都市整備課　TEL（34）１７８２

　　　　　　　　　　 FAX（34）０６７８

京
小都京小 市では、小京都まちなみ推進会議の委員を次のとおり募集しています。

小京都のまちなみづくりに興味のある方、ぜひ応募してください。

核組織の役割（案）

・小京都らしいデザインおよびまちなみづくりに関

　わる取り組みの表彰にふさわしい物件、団体等の

　審査・推薦（表彰は市長が行う）

・まちなみ修景に関わるデザインの相談対応

・市民および各種団体におけるまちなみづくりの取

　り組みに対する相談対応

・まちなみづくりに関する各種取り組みの調整 　等

しまんと市民祭

「踊りパレード」にて



広報 49 まちの話題

まちの話題第１回しまんと市民祭
　7月30日（土）第1回しまんと市民祭が開幕されました。この祭りは旧中村

市の市民祭を新たにしまんと市民祭としてスタートさせたものです。

　中村中学校校庭での出発式の後、四万十鼓笛隊バンドを先頭に踊り子隊

13チーム約800人はそれぞれに工夫を凝らした踊りで一条通、天神橋を踊り

歩きました。また、西土佐半家地区からは「牛鬼」も登場し、お祭りムードを一

層盛り上げていました。

　踊りに続き、500年以上の伝統をもつ「提灯台」は、町内会や企業、青年会議

所などが赤や白の趣向を凝らしたもので、そろいの法被姿の若者に担がれ商

店街や目抜き通りを二手に分かれて練り歩きました。交差点では重さ２トン

ほどもある提灯台をぐるぐると回転させ、見物客たちは暑さも忘れ豪快なパ

フォーマンスに拍手を送っていました。

特
集
！

特
集
！

特
集
！

牛鬼

提灯台

なかむら踊り



　７月31日（日）「第12回四万十川水泳マラソン」が四万十川

下流域を舞台に開催されました。全国から約350人のスイマ

ーが集まり、3.5キロと5キロに分かれて午前10時に一斉にス

タートしました。昨年の水泳マラソンは台風のため中止とな

るなど天候に左右されるこの大会。今回は少雨で四万十川の

水量が減るという状況に参加者は悩まされたようです。浅瀬

では泳ぐとおなかが川底に当たるので、歩いたりはってみた

りといろいろ工夫してゴールを目指しました。ゴールの赤鉄

橋では多くのボランティアが選手を迎え、完泳して疲れた参

加者に、惜しみない拍手を送っていました。

鮎の泳ぐまち

　８月３日（水）中村桜町のせせらぎ水路にアユが放流され

ました。これは、市民や観光客にアユの泳ぐ姿を見てもらい

たいと行われたもので、放流された300匹のアユは四万十

川中央漁業協同組合より提供されたものです。街の水路で

アユの泳ぐ姿が見られるということは全国でも少なく、み

なさんもぜひ見に来てください。

＊アユは人間の体温に非常に弱いので、絶対に触らないで

　ください。

　8月7日（日）恒例の第55回全日本女郎ぐも相撲大会

が一條神社境内で開かれました。

　女郎ぐも相撲は、一條公に仕えた女官が広めた遊び

とされています。クモは体長別に十両、幕内に分けられ

戦います。その戦いは30～40センチほどの細い棒の上

です。子どもたちは、クモの動きや「やぐら落とし」「が

っぷり」などそれぞれの技に大興奮の様子でした。

清流を泳ぐ

のこったのこった！
～第55回全日本女郎ぐも相撲大会～

広報5 9まちの話題

　7月25日（月）NHKラジオでお馴染みの夏季巡回ラジオ体操が、

安並運動公園で行われました。ラジオ体操は1928年（昭和3年）

に当時の逓信省（現在の日本郵政公社）簡易保険局が制定したの

が始まりということです。

　保育園児から高齢者まで多くの参加者が朝日を背に、ピアノ

の伴奏に合わせて大きな声で「ラジオ体操のうた」を歌い、ラジ

オ体操第１、第2ではみんな思いっきり体を伸ばしました。この

様子は、NHKラジオを通じて全国に中継放送され、終了後には指

導者講習会も開催されました。

　日頃の健康づくりに、手軽で程よい運動量のあるラジオ体操

を取り入れてみませんか。

♪それ、いち、に、さん♪

　“まちの話題”では四万十市でのイベントやボランティア活動、また伝統行
事やいろいろな名人・頑張っている人などとっておきの話題を紹介します。
　このコーナーにふさわしい情報をご提供ください。

（本庁）企画広報課　ＴＥＬ(３４)６１２８　　ＦＡＸ(３５)０００７
（総合支所）総務課　ＴＥＬ(５２)１１１１　　ＦＡＸ(５２)２１２４

h t t p : / / w w w . c i t y . s h i m a n t o . l g . j p /

ホームページアドレス

四万十市公式ホームページにてご覧いただけます。

～夏季巡回ラジオ体操 みんなの体操会～

～四万十川水泳マラソン～

～せせらぎ水路に鮎を放流しました～

ていしんしょう
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市教委だより

（問い合わせ先）

（市）教育委員会  学 校 教 育 課 　TEL（３４）５４４５　FAX（３４）４２７１
　　　　　　　　　　　　　　　E-mai l  : school@city .shimanto. lg . jp
　　　　　　　　西土佐事務所　TEL （５２）１１１０　FAX（５２）１４４６　
　　　　　　　　　　　　　　　E-mai l  : n-school@city .shimanto. lg . jp
四万十市公式ホームページ　　　ＵＲＬ：http://www.city .shimanto. lg . jp/　

ご質問・ご意見を
お寄せください

　8月1日から18日にかけて、市内小・中学校の教職員と教育委員との懇談会を開きました。

　例年、四万十市の教育における諸課題を明確にし「質の高い教育」の実現を目指すために、学校ごとや中学

校区ごとに教職員と教育委員・事務局職員が自由な意見交換を行っています。

　懇談会では、まず宮地教育長から「子どもたちの『生きる力』を育成するために、ともに考え・ともに支えあ

う教育を創造していこう」という趣旨の挨拶を述べ、学校からは本年度の重点的に取り組む内容や子どもた

ちの様子についての説明があり、その後、質疑応答、提言事項などについて意見交換・協議を行いました。

　各学校の具体的な学力向上への取り組みや、地域の方々の協力を得て行っている体験学習、校区の保育所・

小学校・中学校が連携を深め系統性のある教育活動を勧めていることなど、さまざまなテーマで懇談が展開

されました。

教職員と教育委員の懇談会を実施しました

平成１８年度使用中学校教科用図書が採択されました

　来年度から中学校で使用される教科書が採択さ

れました。下表の教科書が平成２１年度まで使用さ

れる予定となっています。

  国　語

  国　語　書写

  社　会（地理的分野）

  社　会（歴史的分野）

  社　会（公民的分野）

  社　会　地図

  数　学

  理　科（第一分野）

  理　科（第二分野）

  音　楽（一般）

  音　楽（器楽）

  美　術

  保健体育

  技術･家庭(技術分野)

  技術･家庭(家庭分野)

  外国語　英語

  東京書籍株式会社

  東京書籍株式会社

  教育出版株式会社

  教育出版株式会社

  大阪書籍株式会社

  株式会社帝国書院

  大阪書籍株式会社

  大日本図書株式会社

  大日本図書株式会社

  株式会社教育芸術社

  株式会社教育芸術社

  日本文教出版株式会社

  株式会社学習研究社

  開隆堂出版株式会社

  開隆堂出版株式会社

  教育出版株式会社

  新編　新しい国語

  新編　新しい書写

  中学社会 地理 地域に学ぶ

  中学社会 歴史 未来をみつめて

  中学社会 公民的分野

  新編 中学校社会科地図 初訂版

  中学数学

  新版 中学校理科　１分野

  新版 中学校理科　２分野

  中学生の音楽

  中学生の器楽

  美　術

  新・中学保健体育

  技術・家庭　技術分野

  技術・家庭　家庭分野

  ONE WORLD English Course

種　目 発　　行　　者 図　　書　　名

子どもの教育に役立てて欲しいと、旧西土佐村教育長の清水忠孝様から20万円の寄付をいただきました。

ご厚志に添い、奨学資金貸付基金に積み立てさせていただきます。ありがとうございました。

寄付のお礼

※実物は、中村教科書センター（市立中央公民館１階）に常時展示しています。



7 広報 9シリーズ環境　図書館だより

図書館だより図書館だより ★★★５月の主な新着図書★★★図書館だより
児童書/えほん

旭山動物園物語

数え方の辞典

　樹のぶ子BOOK

国産はじめて物語　第２巻

シェフ川平のかんたん「真空調理」

情夫

世界の路地裏１００

曹操残夢

小さな白い車

峠越え

中村玉緒　わたしはあきらめない

ナンバーワン

尿失禁は　自分で治せる

柳園の壷

恋愛の毛沢東

いぬうえくんのおきゃくさま

犬とかかわる仕事がしたい！

宇宙の大常識

おまわりさんのスモールさん

かいじゅうぼうやも一年生

恐竜ティラノサウルス大図解

こちょばこ　こちょばこ

こりすのはつなめ

齋藤孝の音読破　第4巻

セシルの魔法の友だち

ダイオキシンの夏

ナターシャ

根津あかね

ヒーラーズ・キープ　上下

ふしぎな笛ふき猫

図書館だより図書館だより ★★★９月の主な新着図書★★★

古舘　謙二

飯田　朝子

　樹　のぶ子

レトロ商品研究所

川平　秀一

藤堂　志津子

ピエ・ブックス

陳　舜臣

ダン・ローズ

山本　一力

NHK

オリバー・カーン

安東　春樹

ロバート・ファン・ヒューリック

渡辺　淳一

きたやま　ようこ

辻　秀雄

縣　秀彦

ロイス・レンスキー

すえよし　あきこ

黒川　みつひろ

村上　康成

浜田　廣介

齋藤　孝

ポール・ギャリコ

近藤　眞理

手島　悠介

いわむら　かずお

ヴィクトリア・ハンリー

北村　薫

図書館だより
児童書/えほん

VO L . 4V O L . 4

問い合わせ先
（本庁）地球環境課 　☎（34）1170
（総合支所）住民課 　☎（52）1111

　経済発展や新たな技術の開発、新素材の出現は私
たちの生活を便利にし、また豊かにしてきました。
　この豊かさは、大量生産・大量消費・大量廃棄と
いう社会経済システムに支えられたものであり、ご
みの排出量も増加の一途をたどっています。このこ
とは、四万十市においてもあてはまることです。ご
みの増加は、自然環境や生活環境への悪化をもたら

すとともに資源の枯渇や地球温暖化などの地球規模
での環境問題へと拡大しており、このような経済シ
ステムから環境への負荷が少ない資源循環型社会へ
の転換が強く求められています。
　私たちが生活する中でどうしてもごみは出ます。
　ごみの排出を少しでも抑制するためのひと工夫を
紹介します。

１　生ごみ編

　○完全に水を切り、普通ごみとして出す。

　○生ごみ処理機（電動式・コンポスト）を利用して、堆肥として使用する。

２　資源ごみ編

　○缶（アルミ・スチール）は、洗ってから資源として出す。

　○ビン（無色・茶・その他）は、洗ってからそれぞれの色に分別して資源として出す。

　○ペットボトルは、洗ってから資源として出す。

　○紙類は、紙パック、新聞・チラシ、雑誌、段ボール、包装紙・紙袋・菓子箱の５種類に分別

　　してひもなどで縛って資源として出す。

３　普通ごみ編

　○食品トレーは、買い物をした量販店の回収ボックスに出す。

　○洗剤や調味料は、詰め替え用の商品を選び、ごみの減量化を図る。

　○タオルや肌着などの繊維類は、ふきんや雑巾などに再利用する。

　○衣服や贈答品などの不用品は、必要としている知り合いなどに譲る。

　○オムツは、なるべく布オムツを使用する。

４　粗大ごみ編

　○家具や自転車などが破損したり、故障した場合は、修理して長く使う。

５　その他

　○マイバック持参で買い物をする。

　○過剰包装はことわる。

　○必要なものしか買わない。

混ぜればごみ、分ければ資源／ごみの減量・リサイクルにご協力を混ぜればごみ、分ければ資源／ごみの減量・リサイクルにご協力を

【
ご
み
減
量
化
の
ひ
と
工
夫
】
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ねんきんだよりねんきんだよりねんきんだより

（本　　庁）　市民課　国保年金係　☎（３４）１１１４
（総合支所）　住民課　国保年金係　☎（５２）１１１１
高知社会保険事務局幡多事務所　☎（３４）１６１６

問い合わせ先

　口座振替にすると、指定した預金口座から自動的に保険料が引き落とされますので、納め忘れがなく便利で

安心です。また、今年の４月から口座振替の「早割制度」が始まり、お得にもなりました。

○当月末振替にすると毎月４０円割引
　通常の口座振替の振替日は翌月末ですが、これを当月末にすると月々の保険料が４０円割引になります（早割制度）。

＊早割制度のお申し込みをされた場合、初回の引き落としは原則２ヵ月分（前月分・当月分）となります。また、その際の保

険料の割引は当月分からとなりますのでご注意ください。

《例》９月中に申し込み（登録）→９月分・１０月分を１０月末日に振替（割引は１０月分から）

○口座振替で前納するとさらにお得
　口座振替で前納すると、納付書（現金）で前納するよりも割引額が高く、さらにお得になります。

○お申し込みは
　年金手帳または納付書・預(貯)金通帳・預(貯)金通帳のお届け印を持って、金融機関や郵便局またはお近くの社会保険事

務所までお申し込みください。

＊６ヵ月前納（１０月分～翌年３月分）は、１０月末日の引き落としとなります。そのため、９月中に社会保険事務所で登

　録をする必要がありますので、希望される方はお早めにお申し込みください。

　全額免除または若年者納付猶予制度を申請するときに、翌年度以降も引き続き全額免除または納付猶予を希望する旨を

申し出ておくと、翌年度以降の申請手続きが不要になります。

　ただし、つぎの方はこれまでどおり翌年度も申請手続きが必要となりますのでご注意ください。

　　・失業や天災等の理由で特例的に承認を受けた方

　　・審査の結果が不承認となった方

　　・半額免除または学生納付特例制度の承認を受けた方

○第２月曜日は午後７時まで

　９月１２日（月）は、高知社会保険事務局幡多事務所において、年金相談の受付時間を午後７時まで延長します。

○第２土曜日は年金相談日

　９月１０日（土）は、高知社会保険事務局幡多事務所において、午前９時３０分から午後４時まで年金相談を行います。

○９月１３日（火）は、西土佐総合支所において、午前１０時３０分～１２時、午後1時～３時まで年金相談を行います。

　～通常より混雑も少ないと思われますので、どうぞお気軽にご利用ください。～

国民年金保険額 《平成１７年度》

口座振替の場合　　

毎月納付　   １３，５４０円

                   （４０円割引）

６ヵ月前納　８０，５５０円

                （９３０円割引）
    　 ※当月末振替にした場合

現金納付の場合

毎月納付　　１３，５８０円

　　　　　　（割引なし）

6ヵ月納付　 ８０，８２０円

　　　　　　（６６０円割引）

⇒

国民年金保険料の納付は「口座振替」がお得です

国民年金保険料免除等の申請手続きが簡略化されます

休日・時間外の年金相談のお知らせ（９月）
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 その他の活動予定

１,２,３歳児対象「親子ふれあい活動」予定

園庭開放

《育児相談》
　子育てについて思っていること、悩んでいることなど気軽にご相談
ください。電話相談だけでなく、直接来所しての相談にも応じます。

《育児相談》

　月曜日～金曜日　午前9時から午後5時まで
　第3火曜日は、家庭児童相談員による育児相談を行なっています。

《親子ふれあい活動》
　新たに参加を希望される方は、準備等の都合がありますので、あら
かじめ子育て支援センター"ぽっぽ"までご連絡ください。

《親子ふれあい活動》

１,２,３歳児対象「親子ふれあい活動」予定１,２,３歳児対象「親子ふれあい活動」予定

園庭開放園庭開放

月　　　日 時　　　間 場　　　所 活　　　動　　　内　　　容

四万十市地域子育て支援センター
“ ぽっぽ ”

中村四万十町２２４８－１

もみじ保育所内
　（３５）３７４８

問い合わせ先

月　　　日

9:30～11:30

9:30～11:30

9:30～11:30

子育て
　支援センター

時　　　間 場　　　所
9月20日
　　22日
　　27日
10月  4日
　　6日
　　7日

火
木
火
火
木
金

ぽっぽぽっぽ四万十市地域子育て支援センター

小物作り①
小物作り②
小物作り③
体育あそび①
体育あそび②
体育あそび③

活　　　動　　　内　　　容

駐車場なし

月　　　日 時　　　間 場　　　所保 育 所 名 開　　放　　日　　時 備　　　　　　　考

 その他の活動予定 その他の活動予定
月　　　日 時　　　間 場　　　所 活　　　動　　　内　　　容月　　　日

10:00～11:30
子育て
　支援センター

具同
　体育センター

時　　　間 場　　　所

9月21日

30日

10月14日

水

金

金

おしゃべりひろば

お誕生会

みんなでうんどうかい

食事やおやつについてお話しましょう。（こどもの食べや
すい献立など）

9月に誕生日を迎える友だちをみんなでお祝いしようね。

“ぽっぽ”で覚えた踊りや親子ゲームでうんどうかいごっ
こを楽しもうね！

活　　　動　　　内　　　容

もみじ保育所
古津賀東保育所
東 山 保 育 所
具 同 保 育 所

10月12
日

9月20日
9月22日

水
火
木
火

9:30～
11:00

9:30～

10月1日は国勢調査。10月1日は国勢調査。10月1日は国勢調査。

問い合わせ先問い合わせ先
（本　　庁）
　企画広報課　　�（３４）６１２８

（総合支所）
　総　務　課　　�（５２）１１１１

総務省統計局 高知県

あなたの調査票には
日本の大切な未来が
つまっています。

牛乳パックがステキな小物入れに変身するよ。お楽しみ
に！

ブーブーカーに乗ったり、玉入れをしたり、お母さんと一
緒に楽しもうね。

※雨天の場合は中止します。もみじ保育所、東山保育所以外は
　駐車場がありませんので車での来所はご遠慮ください。
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市
税
の
滞
納
整
理
を
進
め
る
た
め
、

電
話
加
入
権
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

   

買
受
希
望
者
は
時
間
厳
守
で
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

９
月
21
日（
水
）10
時

▼
会
場　

本
庁
舎
北
側

　
　
　
　

職
員
会
館
２
階
大
会
議
室

▼
公
売
台
数

　

市
役
所
掲
示
板
お
よ
び
正
面
玄
関

　

に
公
告
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
滞 

 

　

納
市
税
が
納
付
さ
れ
た
場
合
等
は

　

そ
の
加
入
権
の
公
売
を
中
止
す
る

　

た
め
、
公
告
時
の
台
数
よ
り
少
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
公
売
方
法

　

入
札
に
よ
り
実
施

　

（
国
税
徴
収
法
第
94
条
他
）

▼
持
参
品　

印
鑑
、
身
分
証
明
書
（
免

　

許
証
等
）
お
よ
び
現
金
（
代
理
の
方

　

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
委
任
状
は
税

　

務
課
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
）

▼
そ
の
他

　

入
札
会
場
に
は
10
時
を
過
ぎ
る
と

　

入
場
で
き
ま
せ
ん
。

　

(

本
庁)

税
務
課
収
納
係

　
　
　
　
　
　

☎(

３
５)

５
５
５
２

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

説
明
会
を
、
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
の
で
ご
出
席
を
お
願
し
ま
す
。
な

お
、
各
班
別
の
説
明
会
は
全
体
会
の

後
に
行
い
ま
す
。

■
中
村
事
務
局
へ
申
し
込
み
を
い
た

　

だ
い
た
方

▼
日
時　

10
月
４
日（
火
）、５
日（
水
）

　
　
　
　

両
日
と
も
18
時
30
分
〜

▼
場
所　

四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　

２
Ｆ
大
ホ
ー
ル

※
い
ず
れ
か
都
合
の
良
い
日
に
出
席

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
西
土
佐
事
務
所
へ
申
し
込
み
を
い

　

た
だ
い
た
方
お
よ
び
依
頼
さ
れ
た
方

▼
日
時　

10
月
４
日（
火
）

　
　
　
　

19
時
30
分
〜

▼
場
所　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

大
会
当
日
の
お
願
い

　

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
道
路
は
道

幅
の
狭
い
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

10
月
16
日
の
大
会
当
日
は
ラ
ン
ナ

ー
の
安
全
確
保
は
も
と
よ
り
、
大
会

が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
コ
ー
ス

内
へ
の
自
動
車
の
乗
り
入
れ
は
で
き

る
だ
け
自
粛
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
３
４
）０
６
０
５

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
４
）４
８
９
４

　

西
土
佐
事
務
局

　
　

（
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
内
）

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
５
２
）２
３
１
２

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
２
）１
４
４
６

　

四
万
十
市
で
は
、
永
き
に
わ
た
り

社
会
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
長
寿
を
祝

福
し
、長
寿
祝
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

９
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
本
市

に
住
所
を
有
す
る
満
88
歳
、
満
90
歳
、

満
99
歳
、満
100
歳
お
よ
び
満
108
歳
の
方
。

※
旧
中
村
市
に
住
所
を
有
す
る
方
に

　

は
、
９
月
中
旬
以
降
に
お
贈
り
し

　

ま
す
。

※
旧
西
土
佐
村
に
住
所
を
有
す
る
方

　

に
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

　

（
本　
　

庁
）

　
　

保
健
介
護
課　

長
寿
介
護
係

　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

　

（
総
合
支
所
）

　
　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎（
５
２
）１
０
０
０

　

第
11
回
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ

ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
数
の
申
し
込
み
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
業
務
分
担
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
等
を
作
成
し
、
約
１
８
０
０
名
の

ラ
ン
ナ
ー
を
暖
か
く
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
準
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 長

寿
祝
金

電
話
加
入
権
の
公
売

お
知
ら
せ

９
月
の
防
災
メ
モ

　
昨
年
の
台
風
23
号
で
は
、
県

内
で
高
波
に
よ
る
犠
牲
者
が
出

ま
し
た
。
こ
れ
を
教
訓
と
し
、

高
波
に
よ
る
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
高
波
・
高
潮
が
起
こ
る
原
因

は
、
台
風
の
中
心
気
圧
が
低
い

た
め
、
そ
の
部
分
の
空
気
が
海

面
を
吸
い
上
げ
る
よ
う
に
作
用

す
る
結
果
海
面
が
上
昇
し
、（
気

圧
が
　
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
低
く

な
る
と
、
海
面
は
約
　
セ
ン
チ

上
昇
し
ま
す
）
そ
の
う
え
に
台

風
に
よ
る
強
風
が
沖
か
ら
海
岸

に
向
か
っ
て
吹
く
と
、
海
水
が

海
岸
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
さ
ら

に
海
面
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ

り
ま
す
が
、
時
と
し
て
防
波
堤

を
越
え
る
よ
う
な
高
波
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
「
一
発
大
波
」
と
い
っ

て
、
　
０
０
波
に
　
波
は
　
・

６
倍
、
　
０
０
０
波
に
　
波
は

２
倍
近
い
波
が
発
生
す
る
と
い

う
統
計
も
あ
り
、
た
い
し
た
こ

と
は
な
い
と
安
心
し
て
い
る
と
、

思
わ
ぬ
と
き
に
突
然
大
き
な
波

が
打
ち
寄
せ
る
の
で
大
変
危
険

で
す
。

　
９
月
頃
は
　
年
の
中
で
最
も

平
均
潮
位
が
高
く
な
る
時
期
で

す
。
波
浪
注
意
報
・
警
報
の
発

令
中
は
、
防
波
堤
や
波
打
ち
際

等
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な

い
、
波
の
見
物
や
水
泳
等
危
険

な
行
動
は
し
な
い
と
い
う
こ
と

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

高
波
に
注
意
！

高
波
に
注
意
！

高
波
に
注
意
！

情
報
掲
示
板

情
報
掲
示
板

し
ま
ん
と

問

問

は
問
い
合
わ
せ
先

は
申
し
込
み
先

は
受
け
付
け
先

申

受

は
連
絡
先

連

問

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

１

１

１

１

１

１

１

１

連
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現
在
、
麦
や
大
豆
な
ど
品
目
別
に

講
じ
ら
れ
て
い
る
経
営
安
定
対
策
を

見
直
し
、
対
象
を
『
担
い
手
』
に
限
定

し
た
「
新
た
な
経
営
安
定
対
策
」
が
平

成
19
年
産
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

『
担
い
手
』に
な
ら
な
け
れ
ば
、現
在
、

麦
や
大
豆
の
生
産
者
手
取
り
額
の
６

〜
７
割
を
占
め
て
い
る
助
成
金
（
麦

作
経
営
安
定
資
金
、大
豆
交
付
金
な
ど
）

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

（
本
庁
）農
林
水
産
課

　
　
　
　
　
　
　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
７

　　

幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
は
、

８
月
に
開
設
30
周
年
を
迎
え
、
10
月

22
日
（
土
）
に
は
、
多
彩
な
記
念
行
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
広
報
し
ま
ん
と

　

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
場
開
設
30
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　

（
四
万
十
市
公
設
市
場
内
）

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）３
２
７
０

　
問

問

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」

　
　
　
に
伴
う
測
量
等
実
施

び
ょ
う

　

人
権
擁
護
委
員
が
、「
金
銭
・
相
続
・

借
地
借
家
・
結
婚
・
離
婚
・
交
通
事
故
・

裁
判
費
用
な
ど
」
人
権
に
関
す
る
問

題
を
無
料
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
場
所

　
　

橘
集
会
所
、津
野
川
集
会
所

▼
日
時　

10
月
12
日（
水
）

　
　
　
　

９
時
〜
12
時

　

高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　
　
　
　

☎
（
３
４
）
１
６
０
０　
　

　　

国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
「
都
市

再
生
街
区
基
本
調
査
」の
一
環
と
し
て
、

国
土
地
理
院
・
独
立
行
政
法
人
都
市

再
生
機
構
が
、
測
量
等
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
期
間　

平
成
17
年
10
月
〜

　
　
　
　
　

平
成
18
年
３
月（
予
定
）

▼
対
象
地
域

　
　

四
万
十
市
の
人
口
集
中
地
区

　
　

（
四
万
十
市
街
・
右
山
地
区
・
具
同
地
区
）

※
人
口
集
中
地
区
と
は
人
口
密
度
が

　

４
０
０
０
人
／
㎢
以
上
で
あ
り
、

　

隣
接
し
て
５
０
０
０
人
以
上
を
有

　

す
る
地
区
が
存
在
す
る
地
区
の
こ

　

と
で
す
。

▼
作
業
内
容

　
　

測
量
作
業
（
基
準
点
設
置
お
よ

　
　

び
街
区
の
角
等
を
測
量
し
、
鋲

　
　

を
設
置
し
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
時
間

　
　

９
時
30
分
〜
17
時

　
　
　

（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

　
　

※
土
日
祝
は
休
業
で
す
。

　

◎
調
査
全
般
に
つ
い
て

　
　

都
市
再
生
機
構　

西
日
本
支
社

　
　

都
市
再
生
企
画
部

　
　
　

担
当　

石
倉
、高
寺

　
　

☎
０
６（
６
９
６
９
）９
５
８
５

　

◎
測
量
作
業
に
関
し
て

　
　

国
土
地
理
院

　
　

四
国
地
方
測
量
部　

測
量
課

　
　
　

担
当　

高
野
、清
藤

　
　

☎
０
８
７（
８
６
１
）９
０
１
３

　

労
働
基
準
法
は
労
働
時
間
や
有
給

休
暇
、
解
雇
の
手
続
き
な
ど
労
働
の

最
低
の
基
準
（
法
定
労
働
条
件
）
を
定

め
た
法
律
で
す
。
職
場
の
法
定
労
働

条
件
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
お
問

い
合
わ
せ
ご
相
談
は
随
時
受
け
付
け

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

高
知
労
働
局
監
督
課

　
　

☎
０
８
８(

８
８
５)
６
０
２
２

　

高
知
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

　
　

☎(

０
１
２
０)

７
８
３
７
２
２

問 【
特
設
人
権
相
談
所
】（
無
料
）

公
設
市
場
が

開
設
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！

イ
セ
エ
ビ

ア
ワ
ビ

ト
コ
ブ
シ
・
ア
ナ
ゴ
ウ

サ
ザ
エ

テ
ン
グ
サ
類

フ
ノ
リ

ア
ラ
メ

５
月
１
日
〜
９
月
15
日

９
月
１
日
〜
翌
３
月
31
日

９
月
１
日
〜
翌
２
月
末
日

10
月
１
日
〜
翌
２
月
末
日

10
月
１
日
〜
翌
６
月
30
日

名　
　

称

禁　

止　

期　

間

体
長
制
限
等

体
長
　
13
セ
ン
チ
以
下

殻
長
　
９
セ
ン
チ
以
下

殻
長
　
３
セ
ン
チ
以
下

知
っ
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
労
働
基
準
法

　
守
ら
れ
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
法
定
労
働
条
件

問

磯
の
水
産
動
植
物
の

　
　
　
　
　
　
採
捕
に
つ
い
て

　

磯
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ
い
て
は
、
繁
殖
保
護
を
図
る

た
め
禁
止
期
間
や
体
長
な
ど
の
制
限
、
漁
具
・
漁
法
の
制
限
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
違
反
し
て
採
補
し
た
人
は
、
高
知
県
漁
業
調
整
規
則

違
反
に
な
り
ま
す
。
ま
た
違
反
し
て
採
捕
し
た
漁
獲
物
や
そ
の

製
品
を
所
持
・
販
売
し
た
場
合
に
も
同
規
則
に
よ
り
、
懲
役
や

罰
金
な
ど
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
た
と
え
採
捕
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
漁
業
権
魚
種
と

な
っ
て
い
る
イ
セ
エ
ビ
、
ト
コ
ブ
シ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
一
般

の
人
は
採
捕
で
き
ま
せ
ん
。

　

（
本
庁
）農
林
水
産
課
水
産
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
８

問

平
成
19
年
産
か
ら
麦
と
大
豆
に
対

す
る
国
の
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

問
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９
月
10
日
は
「
屋
外
広
告
の
日
」
で

す
。
ま
た
９
月
１
日
か
ら
10
日
に
か

け
て
は
、
屋
外
広
告
美
化
旬
間
で
す
。

９
月
７
日
（
水
）（
当
日
が
荒
天
の
場

合
は
９
月
14
日
（
水
）
）
の
午
前
中
に

は
、
美
化
行
事
と
し
て
、
県
や
関
係
機

関
に
よ
り
違
反
広
告
物
の
一
斉
除
去

作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

除
去
の
対
象
は
、
違
法
に
掲
出
さ

れ
て
い
る
は
り
紙
、
は
り
札
お
よ
び

立
て
看
板
等
で
、
道
路
に
置
か
れ
て

い
る
立
て
看
板
や
電
柱
に
張
ら
れ
た

は
り
紙
等
は
除
去
さ
れ
、
１
カ
月
間

県
中
村
土
木
事
務
所
で
保
管
さ
れ
た

後
、廃
棄
さ
れ
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
は
、
ま
ち
の
景
観
を

大
き
く
左
右
し
ま
す
。
無
断
で
張
ら

れ
た
は
り
紙
や
管
理
さ
れ
ず
放
置
さ

れ
た
立
て
看
板
な
ど
は
、
せ
っ
か
く

の
景
観
を
台
無
し
に
し
て
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
は
土
木
事
務
所
の
許
可

を
受
け
た
う
え
で
掲
出
し
、
良
好
な

状
態
で
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

中
村
土
木
事
務
所

　

維
持
管
理
課
維
持
管
理
第
一
班

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）５
２
２
２

　

解
雇
や
賃
金
の
引
き
下
げ
、
い
じ

め
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

さ
れ
た
公
証
人
が
、
そ
の
権
限
に
基

づ
い
て
公
正
証
書
を
作
成
す
る
所
で
す
。

　

公
正
証
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
利

点
が
あ
り
ま
す
。

●
公
正
証
書
は
国
の
機
関
に
準
ず
る

　

公
証
人
が
作
成
す
る
文
書
で
す
の

　

で
、
裁
判
そ
の
他
の
面
で
極
め
て

　

強
い
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
公
正
証
書
の
内
容
に
つ
い
て
の
秘

　

密
は
厳
守
さ
れ
、
原
本
は
公
証
役

　

場
の
書
庫
に
厳
重
に
保
管
さ
れ
ま

　

す
か
ら
、
紛
失
お
よ
び
改
ざ
ん
の

　

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
金
銭
の
支
払
契
約
で
強
制
執
行
の

　

条
項
を
設
け
て
い
る
場
合
に
は
、

　

そ
の
公
正
証
書
で
相
手
の
財
産
に

　

対
し
て
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
相
手
が
支
払

　

い
の
約
束
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、

　

訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
な
く
相
手
方

　

の
動
産
・
不
動
産
・
給
料
な
ど
各
種

　

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
、
債
権
を

　

取
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
配
当
要
求
を
す
る
こ
と
も

　

で
き
ま
す
。

●
遺
言
公
正
証
書
に
は
自
筆
遺
言
証

　

書
と
違
い
、
遺
言
者
の
死
亡
後
、
家

　

庭
裁
判
所
の
検
認
を
受
け
る
こ
と

　

な
く
直
ち
に
不
動
産
登
記
な
ど
、

　

記
載
の
内
容
を
実
現
す
る
効
力
が

　

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
遺
産
分

　

割
に
際
し
て
各
相
続
人
間
の
骨
肉

　

の
争
い
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

　

高
知
地
方
法
務
局

　
　

☎
０
８
８（
８
２
２
）３
３
３
１

問

問

問

は
問
い
合
わ
せ
先

は
申
し
込
み
先

は
受
け
付
け
先

申

受

は
連
絡
先

連

違
反
広
告
物
の
一
斉
除
去

な
ど
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
労
働
局
と
県
労
働
委

員
会
で
は
、
あ
っ
せ
ん
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

高
知
労
働
局

　
　
　

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
（
０
１
２
０
）
７
８
３
７
２
２

　
　

☎
０
８
８（
８
８
５
）６
０
２
７

　

中
村
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

☎（
３
５
）３
１
４
８

　

高
知
県
労
働
委
員
会

　
　

☎
０
８
８（
８
２
１
）４
６
４
５

　

高
知
県
雇
用
労
働
政
策
課

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
（
０
１
２
０
）
６
１
０
２
２
２

　

〜
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も

　
　
　

信
用
さ
れ
る　

公
正
証
書
〜

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
公

証
週
間
」で
す
。

　

公
証
制
度
は
、
不
動
産
の
売
買
・
金

銭
の
貸
し
借
り
な
ど
の
重
要
な
契
約

を
交
わ
し
た
り
す
る
際
、
法
的
に
特

別
の
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
文

書
（
公
正
証
書
）
を
作
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
取

引
や
財
産
の
安
全
の
確
保
を
図
ろ
う

と
す
る
制
度
で
す
。

　

公
証
役
場
は
、
法
務
大
臣
に
任
命

　次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ、
育成される環境の為に、国、地方公共団体、
事業主それぞれの果たすべき役割等を定めた「次
世代育成支援対策推進法」が平成17年4月か
ら施行されています。この法律では、国や地
方公共団体による取り組みとともに、事業主
にも労働者が仕事と子育てを両立させること
ができるような雇用環境整備の為の行動計画
策定・実施していただくことにしています。

＊仕事と子育ての両立を図る為に必要な雇用環境の

　整備が行われている企業等の労働者は、モラール（目

　標を達成しようとする意欲や態度）が上昇するので、

　それによって生産性の向上が期待されます。

＊育児などを理由に退職する労働者が減ることにより、

　優秀な人材の定着が期待されます。

事業主の皆さまへ 　次世代育成支援対策推進法に基づく
　　　　　　　　　　　　を策定しましょう！一般事業主行動計画

一般事業主行動計画の策定義務について

①301人以上の労働者を雇用する事業主は、

　行動計画を策定し、「行動計画策定届」を

　都道府県労働局に提出しなければなり

　ません。

②300人以下の労働者を雇用する事業主は、

　行動計画を策定し、「行動計画策定届」を

　都道府県労働局に提出するよう努める

　ことになっています。

認定制度について

一定の用件を満たす場合に、申請を行

うことにより労働局長の認定を受け

ることができます。認定を受けた事業種は、表示（マーク）

を広告、商品、求人広告につけることができ、次世代育

成支援対策に取り組んでいることが周知され、企業等

のイメージアップやそれに伴う生産性の向上などが

期待されます。

高知労働局雇用均等室

TEL088(885)6041　FAX088(885)6042

事業主が次世代育成支援対策に
取り組むことのメリット

無
料
労
働
相
談

―
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
へ
ー

問

ご
存
じ
で
す
か

　
公
　
証
　
制
　
度

問
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全
国
の
サ
ー
フ
ィ
ン
愛
好
家
に
よ

る
サ
ー
フ
ィ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
見
物
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
日
時

　
　

９
月
17
日（
土
）７
時
〜

　
　
　
　

18
日（
日
）７
時
〜
16
時

●
場
所　

平
野
サ
ー
フ
ビ
ー
チ

　

四
万
十
市
長
杯
サ
ー
フ
ィ
ン
コ
ン

　

テ
ス
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

(

社)

四
万
十
市
観
光
協
会

　
　

☎（
３
５
）４
１
７
１

　

芸
能
お
よ
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
高
齢
者
相
互
の
親
睦
を
深

め
、
自
ら
の
健
康
の
増
進
と
豊
か
な

老
後
生
活
の
助
長
な
ど
、
充
実
し
た

生
き
が
い
あ
る
生
活
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
演
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
10
月

４
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
18
日（
火
）

　
　
　
　

12
時
30
分
〜

●
場
所　

市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　

２
階　

大
ホ
ー
ル

●
主
催　

四
万
十
市
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

連
合
会
中
村
地
区

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　

長
寿
介
護
係

　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

　

肢
体
不
自
由
養
護
学
校
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

　
　

高
等
部

　
　

９
月
28
日
（
水
）
９
時
か
ら
受
付

　
　

小
・
中
学
部

　
　

10
月
20
日（
木
）９
時
か
ら
受
付

●
場
所　

県
立
高
知
若
草
養
護
学
校

　
　
　
　

（
本
校
）

●
対
象

　

か
ら
だ
の
不
自
由
な
子
ど
も
さ
ん
、

　

保
護
者
、関
係
者
等

　

高
知
若
草
養
護
学
校

 　

☎
０
８
８(

８
９
４)

５
３
３
５

※
学
校
見
学
は
、
随
時
受
け
付
け
て

　

い
ま
す
。
ご
都
合
の
よ
い
日
を
お

　

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

健
康
的
に
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
ま
せ
ん
か
？

　

初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
行
っ

て
い
た
だ
け
る
健
康
づ
く
り
講
座
で

す
。
●
日
時　

全
６
回

　
　

９
月
21
日
・
28
日

　
　

10
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日

　
　

19
時
〜
20
時

●
定
員　

50
人

●
場
所

　

四
万
十
市
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
受
講
料　

無
料

●
用
意
す
る
も
の　

　

運
動
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
サ
ン

　

ダ
ル
、
水（
水
筒
等
）

▼
対
象

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

　

る
方
（
中
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同

　

伴
と
し
ま
す
）

▼
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

横
山
夏
子
（
市
社
会
教
育
指
導
員
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

９
月
12
日
（
月
）９
時
〜

　

（
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
。
土
・

　

日
・
祝
日
は
除
く
）　
　

　

窓
口
・
電
話
い
ず
れ
も
９
時
〜
17

　

時
（
ご
本
人
に
限
り
ま
す
）

　

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

（
市
）教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　

働
く
婦
人
の
家

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）６
２
９
９　

問

問連

ご
案
内

第
１
回
四
万
十
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
中
村
地
区
老
人
芸
能
大
会

第
１
回
四
万
十
市
長
杯

サ
ー
フ
ィ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

体
験
入
学「
ふ
れ
あ
い
の
日
」

県
立
高
知
若
草
養
護
学
校

入

 

居

 

者

成
人
式
実
行
委
員

　

県
営
住
宅
中
村
団
地
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
所
在
地　

中
村
丸
の
内
１
７
０
７
番
地
５

　
　
　
　
　

（
１
０
４
号
）（
３
０
４
号
）

●
構
造　

中
層
耐
火
構
造
３
階
建

　
　
　
　

（
昭
和
61
年
度
建
設
）

●
募
集
戸
数　

２
戸

●
間
取
り　

６
畳
×
３
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ

　
　
　
　
　

チ
ン
、
浴
室
、ト
イ
レ
、物
置

●
入
居
資
格

　

住
宅
に
困
窮
し
て
お
り
、
入
居
者
お
よ

び
同
居
親
族
の
過
去
１
年
間
の
所
得
額
の

合
計
か
ら
同
居
お
よ
び
扶
養
親
族
の
控
除

額
を
差
し
引
き
、
残
っ
た
金
額
を
12
で
除

し
た
額
（
月
額
）
が
20
万
円
以
下
（
た
だ
し
、

障
害
者
の
い
る
世
帯
お
よ
び
入
居
者
全
員

が
50
歳
以
上
ま
た
は
18
歳
未
満
で
あ
る
世

帯
に
つ
い
て
は
、
26
万
８
千
円
以
下
）
で
あ

る
こ
と
。
単
身
入
居
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
家
賃　

月
額　

１
６
８
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

〜
３
７
０
０
０
円

※
入
居
さ
れ
る
世
帯
の
所
得
額
に
よ

　

り
家
賃
が
異
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他

　

入
居
希
望
者
が
複
数
の
場
合
は
抽

　

選
と
な
り
ま
す
。

●
募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書

　

（
本
庁
）
財
政
課
管
財
契
約
係
に
あ

　

り
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

９
月
20
日(

火)

〜
29
日(

木)

　

★
申
込
書
は
９
月
１
日
よ
り
配
布
し
ま
す
。

　
　

 

（
本
庁
）財
政
課
管
財
契
約
係

　
　
　
　

☎（
３
４
）６
１
２
０

　

四
万
十
市
・
四
万
十
市
教
育
委
員

会
で
は
、
四
万
十
市
（
旧
中
村
市
）
成

人
式
の
開
催
に
向
け
て
企
画
運
営
に

参
画
し
て
く
だ
さ
る
新
成
人
の
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

※
平
成
17
年
度
の
成
人
式
は
、
旧
中
村
市

　

と
旧
西
土
佐
村
で
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

●
募
集
対
象

　

旧
中
村
市
在
住
で
本
年
度
成
人
式

　

を
迎
え
る
方

（
昭
和
60
年
４
月
２
日

　
　
　

〜
昭
和
61
年
４
月
１
日
生
） 

●
内
容

　

実
行
委
員
と
し
て
、
式
典
等
の
企

画
運
営
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

（
詳
細
に
つ
い
て
は
次
ま
で
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
受
付
締
切　

９
月
16
日（
金
）

●
募
集
人
数 　

若
干
名

　
　

（
市
）教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

働
く
婦
人
の
家
内

　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）６
２
９
９

募
集

問

受

問

受

県
営
住
宅
中
村
団
地

ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ヨ
ガ

問

申
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勤
労
者
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
に

第
10
回
四
万
十
川
健
康
ウ
ォ
ー
ク
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い

合
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
23
日（
日
）

　
　
　
　

＊
小
雨
決
行　

　
　
　

（
受
付
は
８
時
30
分
〜
）

　
　
　
　

９
時
〜
12
時
15
分

　

※
雨
天
順
延
の
場
合
は
10
月
30
日（
日
）

●
場
所　

四
万
十
川

　
　
　
　

（
赤
鉄
橋
具
同
側
か
ら

　
　
　
　
　

山
路
折
り
返
し
）

●
コ
ー
ス　
　

10
キ
ロ
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

６
キ
ロ
コ
ー
ス

●
参
加
費　
　

無
料

●
募
集
人
員　

８
０
０
人（
先
着
順
）

●
参
加
賞　
　

タ
オ
ル
他

　
　
　
　
　
　

（
飲
み
物
あ
り
ま
す
）

●
完
歩
賞　
　

完
歩
証

●
申
込
期
限　

９
月
22
日（
木
）

※
当
日
消
印
有
効
。
た
だ
し
定
員
に

　

な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

　

申
し
込
み
用
紙
は
、
次
の
場
所
に

　

置
い
て
い
ま
す
。

○
高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所

○
サ
ン
リ
バ
ー
四
万
十

○
四
万
十
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

○
具
同
体
育
セ
ン
タ
ー

○
四
万
十
市
役
所（
庁
内
案
内
前
）

　

高
知
社
会
保
険
事
務
局

　
　
　
　

幡
多
事
務
所　

庶
務
課

　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
６
１
６

い
う
検
査
を
行
い
ま
す
。
子
宮
の
分

泌
物
を
採
取
し
て
そ
こ
に
含
ま
れ
る

が
ん
細
胞
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

　

市
で
は
20
歳
以
上
の
女
性
を
対
象

に
子
宮
頚
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

●
検
診
は
２
年
に
１
回
（
今
年
の
旧

　

中
村
市
地
区
の
対
象
者
は
、
平
成

　

17
年
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日

　

ま
で
に
誕
生
日
が
き
て
偶
数
年
齢

　

に
な
る
人
で
す
。
ま
た
、
旧
西
土
佐

　

村
地
区
の
検
診
は
隔
年
実
施
で
本

　

年
度
は
既
に
終
了
し
て
い
ま
す
）

●
検
診
費
用　

６
０
０
円

◆
子
宮
が
ん
は
中
高
年
の
人
だ
け
で

な
く
、
若
年
層
の
人
に
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
定
期
検
診
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）
保
健
福
祉
課　
　
　

　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

問

問

は
問
い
合
わ
せ
先

は
申
し
込
み
先

は
受
け
付
け
先

申

受

は
連
絡
先

連

勤
労
者
の
健
康
づ
く
り
に

第
10
回
　
四
万
十
川
健
康
ウ
ォ
ー
ク

問

　●場　所　四万十スタジアム（四万十市安並）
　●期　日　平成１７年９月２４日（土）※雨天中止
　　　　　　14：00 プレイボール

　●入場料　高校生以上1,000円　　小･中学生500円
　　　　　　未就学児は無料

みんなで

応援しよう！

四国アイランドリーグ公式戦四国アイランドリーグ公式戦四国アイランドリーグ公式戦

問（市）観光振興連絡会議事務局

（本庁）商工観光課　☎（34）1783

VSVS

高知ファイティングドッグス

徳島インディゴソックス

※チケットは当日スタジアムで購入できます。

　事前にチケットが必要な方は問い合わせください。

　

子
宮
は
、
女
性
の
体
の
中
に
あ
る

臓
器
で
、
ニ
ワ
ト
リ
の
卵
く
ら
い
の

大
き
さ
で
膀
胱
と
直
腸
の
間
に
あ
り

ま
す
。

　

子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
の
入
り
口

近
く
に
で
き
る
「
頚
が
ん
」
と
奥
に
で

き
る
「
体
が
ん
」
が
あ
り
ま
す
。
子
宮

頚
が
ん
の
初
期
症
状
と
し
て
は
、
不

正
出
血
、
お
り
も
の
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
無
症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
発
生
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

と
い
う
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
考
え
ら

れ
て
お
り
、
多
産
、
若
年
時
の
性
行
為
、

多
数
の
相
手
と
の
性
行
為
等
が
関
係

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
子
宮
体
が
ん
は
閉
経
後
の

人
に
多
く
、
比
較
的
早
く
か
ら
大
部

分
の
人
に
不
正
出
血
な
ど
の
症
状
が

見
ら
れ
ま
す
。
子
宮
体
が
ん
は
不
正

性
器
出
血
で
の
発
見
が
約
９
割
で
、

そ
の
時
点
で
病
院
を
受
診
す
れ
ば
早

期
発
見
が
可
能
で
す
。

　

子
宮
頚
が
ん
に
は
検
診
が
非
常
に

有
効
で
、
早
期
発
見
に
よ
り
進
行
が

ん
を
防
ぎ
死
亡
を
減
ら
す
効
果
が
証

明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

検
診
で
は
、
子
宮
頚
部
細
胞
診
と

子
宮
頚
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
と
は

子
宮
頚
が
ん
検
診
と
は
　

　話題の四国アイランドリーグが、四万十スタ

ジアムにやってきます。

 ぜひ、スタジアムまで足を運んで、熱いプレー

に声援を送りましょう！
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問

働く婦人の家講座
講座名

きもの着付け

項　目 期　　日

９月26日～11月10日

毎週月・木曜日

（全12回）

きもの一式

初日は、浴衣
19時～21時 12人 無  料

働く婦人の家

2Ｆ  和室

太　極　拳

９月24日～11月26日

毎週土曜日

（全10回）

運動できる服装、
タオル、運動靴（上履き）
水（水筒等）

19時～21時 18人 無  料
働く婦人の家

1Ｆ 軽運動室

時　　間 定 員 場　　所 受講料 用意するもの

【対　　　象】　市内に居住または勤務している女性

【講　　　師】　きもの着付け…間崎　ますみさん　　太極拳…四万十市太極拳協会

【申し込み方法】　９月1５日（木）～電話での申し込みも可能です。（土･日・祝日は除きます）

　　　　　　　窓口・電話いずれも9時～17時（ご本人に限ります）

　　　　　　　ただし、定員になり次第になり次第締め切らせていただきます。

【そ　の　他】　詳しくは、働く婦人の家までお問い合わせください。

　　　　　　　なお、講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。

【問い合わせ・申し込み先】　（市）教育委員会生涯学習課　働く婦人の家　　☎（３４）６２９９

　四万十川の流域４市町村（窪川町・大正町・十

和村・四万十市）の住民と行政が協働で、クリー

ンで、エネルギー効率が高く次世代低公害車と

期待されている燃料電池自動車（環境省より借用）

を９月11日（日）～23日（金）の間流域（窪川町～

四万十市）を走らせ、流域住民といっしょにエネ

ルギーの大切さを体験するイベント「四万十川・

エコライフフェアⅡ」を開催します。

　四万十市では、次の日程でイベントを開催し

ます。皆さんの参加をお待ちしています。

平成17年９月23日（金）

●四万十川河川敷「お祭り広場」

10：00～17：00　①燃料電池自動車体験乗車会

　　　　　　　 ②環境パネル展示

　　　　　　　 ③環境機器展示

　　　　　　　 ④地域産物販売

●中村プリンスホテル（四万十市中村弥生町4-1）

17：00～21：00　講演会「梼原町の取組み」

　　　　　　　 パネルディスカッション

　　　　　　　　「四万十川の環境保全と

　　　　　　　　　　　　エネルギーの取組み」

　※中村会場では、ボランティアを募集していま

　　すので、希望者は下記までお問い合わせくだ

　　さい。

　 中村くらしを見直す会(四万十市中村東町)

　　　　　　　　　　　川村　☎（35）3889

　　E-mail：ecolife@4001.com・kurashi@4001.com

問

平成17年９月20日（火）

●西土佐総合福祉センター

16：30～21：00　①燃料電池自動車体験乗車会

　　　　　　　 ②環境パネル展示

　　　　　　　 ③環境機器展示

18：00～21：00　講演会「木質バイオマスの利用技術」

　　　　　　　　　　 「地球温暖化」

　　四万十市西土佐総合支所

　　　　　　　　　　　総務課　☎（52）1111

西土佐会場

中 村 会 場
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問

は
問
い
合
わ
せ
先

は
申
し
込
み
先

は
受
け
付
け
先

申

受

は
連
絡
先

連

四万十市文化祭四万十市文化祭（9月～10月前半）

四万十市文化祭を開催します。

お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

主催　四万十市・四万十市教育委員会・四万十市文化祭執行委員会
後援　高知新聞社　読売新聞高知支局　毎日新聞高知支局
　　　朝日新聞高知総局　ＮＨＫ高知放送局　ＲＫＣ高知放送
　　　ＫＵＴＶテレビ高知　ＫＳＳさんさんテレビ　エフエム高知　

第１回

行　事　名 会　　　場開　催　日

デ ッ サ ン ク ラ ブ 陶 芸 展

諸 流 秋 の い け ば な 展

三 味 線 す み れ 会 発 表 会

第17回四万十レディースフォト写真展

第 3 6 回 中 村 俳 句 大 会

平 成 1 7 年 度 川 柳 中 村 大 会

草木染サークルあかねの会作品展

第13回中村シルバーフォト写真展

第 4 回 幡 多 昔 む か し 祭 り

合 同 吟 詠 発 表 会

剣城流中村剣舞愛好会剣詩舞道大会

波 多 美 術 協 会 展

9月23日～26日

10月1日～2日

10月2日

10月1日～5日

10月2日

10月2日

10月7日～9日

10月7日～11日

10月8日

10月8日

10月9日

10月13日～18

中央公民館　展示ホール

中央公民館　展示ホール

東中筋中学校　体育館

中央公民館　大ホール

文化センター　大ホール

文化センター　大ホール

文化センター　大ホール

中央公民館　展示ホール

中央公民館　展示ホール

社会福祉センター
大会議室

JA高知はた　農協会館
大ホール

中央公民館　大会議室

問

10月中旬以降の行事は、広報しまんと10月号でご案内します。

　　　（市）教育委員会　生涯学習課　☎（34）7311

交
流
施
設
の
完
成

交
流
施
設
の
完
成

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実

施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
利

用
し
て
、
西
土
佐
地
区
の
３
カ
所
に
施

設
が
完
成
し
ま
し
た
。
新
た
な
地
域
の

交
流
の
場
と
し
て
の
利
用
が
期
待
で
き

ま
す
。

西土佐津野川
「寺山公園憩いの家」整備（1,400,000円）
西土佐津野川

「寺山公園憩いの家」整備（1,400,000円）

西土佐下家地
「憩いの家」整備（1,200,000円）
西土佐下家地

「憩いの家」整備（1,200,000円）

西土佐口屋内
「かたらいの家」整備（2,500,000円）
西土佐口屋内

「かたらいの家」整備（2,500,000円）
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問

問

高知国体ボート競技の感動を再び!!　初心者でもＯＫ!!　

興味のある方はぜひ参加しよう!！

四万十川の風を感じながら、
あめんぼう気分！ ボート教室ボート教室ボート教室

主　　催　高知県ボート協会

主　　管　四万十川レガッタ実行委員会

日　　時　１０月１日（土）　9：３０～１２：００

　　　　　小雨決行（川の状況により中止とする場合もあります。前日の正午に決定）

集合場所　四万十市鍋島　四万十大橋下流河川敷（現地集合・解散）

対　　象　小学４年生以上（泳ぐことができる方）

募集人数　先着30人

参 加 料　無料

申込期間　９月1日（木）～22日（木）　9：00～17：00

　　　　　（ただし、12：00～13：00、土・日・祝日を除く）

申込方法　所定の申し込み書と親族の承諾書が必要です

そ の 他　当日は、水に濡れても良い服装で来てください。

　　　　　主催者側でスポーツ安全保険に加入しますが、それ以外の補償はありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(市)教育委員会社会体育課☎（３４）２０７１

第6回川での福祉と教育の全国大会実行委員会事務局
ＴＥＬ(34)6000　ＦＡＸ(34)1967
E‐m a i l：d u m b o 2 @ c r u x . o c n . n e . j p

第６回　川での福祉と教育の全国大会

～四万十川で日本の未来を見つけよう～

18：00　　開会行事　新ロイヤルホテル四万十

中央公民館

  9：00～10：20　高校生が考える川での福祉と教育

10：30～12：00　対談　リバーセラピー

　　　　　　　　　　　～川のちから　川の癒し～

　　　　　　　  　橋本大二郎知事と山村レイコ四万十大使

12：00～13：00　昼食　四万十川の健康を食べる＆健康を考える

13：00～14：30　講演　四万十川の現状と流域共同管理

15：00～17：00　「みて」みよう四万十川を！

中央公民館

  9：00～9：50　　四万十川自然再生の方向性

10：00～12：15　パネルディスカッション

12：20～　　　　閉会式

日直指定水道業者

(３３)０４０４

(３３)０６５３

(３４)６０３１

(３５)２３１６

(３４)１３３１

(３４)３７３４

(３４)４８５５

(３２)１０９５

(３５)４３２３

(３４)３６２１

(３４)２３２４

(３５)５９９６

(３３)０６６０

９

10

月 日 曜 業者名 電話

10

11

17

18

19

23

24

25

1

2

8

9

10

土

日

土

日

月

金

土

日

土

日

土

日

月

㈲ 石 井 建 設

㈲ 山 下 建 設

豚 座 建 設 ㈱

㈲ 平 野 水 道

㈱四電工中村営業所

溝 渕 設 備

森 下 住 宅 器 機

土居水道工事店

中村水道工事センター

㈱ 中 村 住 設

㈲大杉設備工業

㈲ 福 永 工 業

㈲カキタニ設備

●水道料金は口座振替で●

●水道に関する問い合わせは
　　（本　　庁）水道課☎（３４）１７１１
　　（総合支所）住民課☎（５２）１１１１

　川の価値観を再確認し、今後の川の姿を見つけ出そうというのが趣旨です。

　市民の皆さまと一緒に考えたいと思います。多数のご参加をお願します。

10月8日（土）

10月9日（日）

10月10日（月）

日　程
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住
民
基
本
台
帳
事
務
要
領
が
改
正
さ
れ
、
住
民
異

動
（
転
入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
変
更
等
）
の
届
け
出
の

際
に
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
第
三
者
に
よ
る
本
人
に
な
り
す

ま
し
た
虚
偽
の
届
け
出
が
全
国
的
に
多
発
し
て
い

る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
な
り
す
ま
し
に
よ
る
虚
偽
の

届
け
出
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
、
併
せ
て
住
民
基

本
台
帳
の
正
確
な
記
録
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

　

四
万
十
市
で
も
、
10
月
１
日
か
ら
住
民
異
動
（
転

入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
変
更
等
）
の
届
け
出
の
際
に

は
、
届
け
出
を
す
る
方
の
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険

証
な
ど
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
※

郵
送
に
よ
り
転
出
届
を
さ
れ
る
場
合
は
、
本
人
確
認

書
類
の
コ
ピ
ー
等
が
必
要
で
す
の
で
同
封
し
て
く

だ
さ
い
）

　

な
お
、
原
則
と
し
て
届
け
出
が
で
き
る
の
は
本
人

も
し
く
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。
代
理
人
が
届
け
出

を
さ
れ
る
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
本
人
確
認
書
類

▼
運
転
免
許
証
・
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）・
住
民
基
本
台

　

帳
カ
ー
ド
な
ど
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
が
貼
付
さ

　

れ
た
証
明
書

▼
そ
の
他
本
人
確
認
を
行
う
に
適
当
と
認
め
る
書
類

　

（
複
数
提
示
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

地
方
公
共
団
体
が
交
付
す
る
療
育
手
帳
、
敬
老
手
帳
、

　

生
活
保
護
受
給
者
証
、
健
康
保
険
証
、
各
種
年
金
証

　

書
等

（
本　
　

庁
）市
民
課
市
民
係　

☎（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）住
民
課　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

10月１日から住民異動届には、本人確認書類が必要となります。

第24回市民大学から
８月19日（金）に今年度の市民大学の最初の講座が開かれました。

その講演について抜粋し掲載します。

「ニワトリはハダシだ、映画は出会いだ」

　　　　　　　　　　　　　

もりさき あずま

リ
は
ハ
ダ
シ
だ
」
と
い
う
映
画
の
こ

と
で
、
一
番
聞
か
れ
る
の
は
そ
の
題

名
に
つ
い
て
で
す
。
な
ん
で
こ
ん
な

タ
イ
ト
ル
に
し
た
の
か
？
「
ニ
ワ
ト

リ
は
ハ
ダ
シ
」
と
い
う
の
は
、
わ
か

り
き
っ
た
こ
と
を
い
う
こ
と
の
例
え

と
辞
書
に
の
っ
て
い
ま
す
が
、
似
た

よ
う
な
表
現
は
30
ぐ
ら
い
あ
る
よ
う

で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
僕
が
京
都
の

撮
影
所
に
行
き
始
め
た
頃
の
仲
良
し

で
大
道
具
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
チ

ュ
ー
ヤ
ン
と
い
う
人
が
良
く
使
っ
て

い
た
言
葉
で
す
。
彼
は
、
「
ニ
ワ
ト

リ
は
ハ
ダ
シ
だ
、
走
ら
ん
か
」
と
い

っ
た
感
じ
で
よ
く
使
っ
て
い
た
。
こ

の
バ
カ
な
セ
リ
フ
を
み
ん
な
で
考
え

て
み
た
か
っ
た
の
で
す
。

　
知
的
障
害
児
を
主
人
公
に
し
た
映

画
の
プ
ラ
ン
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
持

っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
踏

み
込
め
ず
に
い
ま
し
た
。
僕
は
喜
劇

作
家
で
す
か
ら
、
人
が
隠
し
て
い
る

こ
と
、
隠
し
た
が
っ
て
い
る
こ
と
を

笑
い
に
し
て
い
い
の
か
と
悩
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
大
阪
の
八
尾

の
重
度
の
自
閉
症
の
子
ど
も
を
も
つ

お
母
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
み
て

救
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
「
う

ち
の
子
は
ネ
ジ
が
狂
っ
て
い
て
お
か

し
い
の
で
す
。
障
害
の
こ
と
を
隠
そ

う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
こ
の
子
は
こ

ん
な
に
面
白
い
の
で
す
よ
と
み
ん
な

に
見
せ
て
回
り
た
い
」
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
70
を
過
ぎ
て
か
ら
僕
は

人
の
言
葉
を
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
や
っ
と
信
じ
ら
れ

る
言
葉
を
聞
い
た
気
が
し
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
に
出
会
え
て
、
や
っ
と
こ

の
映
画
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
映
画
を
作
る
作
業
は
、
い
ろ
い
ろ

な
出
会
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
映
画
を
作
る
過
程
で
出
会
え
た

福
祉
施
設
で
働
く
方
々
に
は
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
障
害
児
を
ど
う
い
う

風
に
描
け
ば
い
い
の
か
、
自
分
で
イ

メ
ー
ジ
で
き
ず
に
悩
ん
だ
の
で
す
が
、

そ
れ
を
救
っ
て
く
れ
た
の
が
現
場
の

人
の
話
を
聞
く
こ
と
で
し
た
。
肉
が

ち
ぎ
れ
る
ほ
ど
噛
み
つ
か
れ
る
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
と
き
に

は
子
ど
も
が
一
層
興
奮
し
て
し
ま
う

か
ら
痛
が
っ
た
り
、
手
を
引
い
て
は

い
け
な
い
。
ゆ
っ
く
り
と
手
を
相
手

に
押
し
付
け
る
と
い
い
と
い
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
噛
む
の
を
や
め
る
。
そ

の
後
も
そ
の
こ
と
を
問
い
詰
め
た
り
、

叱
っ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
。
何
事

も
な
か
っ
た
よ
う
に
ふ
る
ま
う
の
が

い
い
。
あ
り
の
ま
ま
の
子
ど
も
を
受

け
入
れ
る
。
そ
う
す
る
と
ハ
ッ
と
す

る
よ
う
な
素
敵
な
笑
顔
に
出
会
え
る

と
い
い
ま
す
。
ニ
ワ
ト
リ
は
ハ
ダ
シ

だ
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
あ
た
り

ま
え
に
思
う
こ
と
で
、
気
が
楽
に
な

る
こ
と
も
ず
い
ぶ
ん
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
19
日
の
講
演
か
ら
）

問
い
合
わ
せ
先

映画監督

　　森崎　東

　
僕
は
映
画
監
督
と
い
う
仕
事
を

し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ヨ

ー
イ
、
ス
タ
ー
ト
と
い
う
掛
け
声

で
、
俳
優
た
ち
が
僕
の
言
う
よ
う

に
動
き
出
す
と
い
う
の
が
愉
快
で

た
ま
ら
な
い
か
ら
で
す
。
た
だ
、

僕
は
、
な
ん
で
、
こ
こ
で
転
ぶ
の

か
、
な
ん
で
、
こ
こ
で
怒
る
の
か

と
い
っ
た
こ
と
を
俳
優
に
説
明
は

し
ま
せ
ん
。
俳
優
が
内
部
的
に
咀

嚼
し
て
自
分
で
考
え
て
や
っ
た
演

技
で
な
い
と
気
に
食
わ
な
い
か
ら

で
す
。
最
近
の
若
い
俳
優
に
は
、

テ
レ
ビ
そ
っ
く
り
の
演
技
を
す
る

の
が
多
い
。
へ
た
か
う
ま
い
か
と

い
う
と
う
ま
い
の
だ
ろ
う
け
ど
、

他
人
と
そ
っ
く
り
演
技
を
す
る
。

Ｏ
Ｋ
だ
か
Ｎ
Ｇ
だ
か
考
え
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
僕
個
人
と

し
て
は
、
他
人
と
そ
っ
く
り
の
演

技
は
Ｎ
Ｇ
。
僕
は
取
り
返
し
の
つ

か
な
さ
の
で
る
演
技
が
好
き
だ
し
、

恥
を
忘
れ
た
域
に
ま
で
自
分
で
飛

ぶ
、
そ
の
瞬
間
の
人
間
の
緊
張
は

美
し
い
と
思
い
ま
す
。
「
ニ
ワ
ト
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★ 今月の薬膳メニュー ★

※問い合わせ先　中村薬膳料理研究会　（本庁）商工観光課　　　３４）１７８３

■朝晩と昼間の気温差が大きく、体調を崩しやすい時期です。
　　　湿気も減って涼しく心地よい風が吹き始め、だいぶ過ごしやすくなってきました。でも夏の疲れがまだ体
　　に残っている時期。水分の取り過ぎで食欲減退や抜け毛、女性にとっては、夏の強い日差しでいたんだお肌
　　が気になる頃です。外側からのケアだけでなく、ビタミンＡ・Ｃ類を含んだ食材をたっぷり取って、内側か
　　らのケアも心がけましょう。
■気をつけたい症状
　　　疲れ、肌のシミ、風邪

ひつまぶしひつまぶし

【材　料（２人分）】
うなぎ（白焼き）　　　　　　１尾
（Ａ）　水　　　　　　　　　　大さじ１
　　　　酒　　　　　　　　　　大さじ１
　　　　しょうゆ　　　　　　　小さじ２
　　　　さとう　　　　　　　　小さじ２
雑穀ご飯　　　　　　　　　　　２人分
（薬味）青ねぎ　　　　　　　　１／２本
　　　　きゅうり（好みで）　　１／２本
            （塩もみをする）
　　　　みょうが（好みで）　　１本

【作り方】
　  うなぎは（Ａ）と一緒にフライパンで軟らかく蒸し煮する。
　  丼に１／２人分の雑穀ご飯をいれ　のタレをかけ、その上
　  にうなぎの１／２を乗せる。
　　  の上に残りのご飯を加え、上にうなぎを乗せる。

【食べ方】
　　はじめはまずそのまま鰻重のように食べて、次に好みの薬
　味を加えて食べ、最後はお茶漬けでさっぱりと食べる。３種
　類の食べ方を楽しむ。
　（お茶漬けは番茶・ほうじ茶・昆布茶でも良いし、   のタレ
   にお湯を入れて薄めた清汁でもよい。）
 （中村薬膳料理研究会指導者　竹森美佐子先生のレシピ参考）

う な ぎ     夏バテ解消・風邪予防・

　　　　     眼の粘膜を強化・体力増強�   

青 ね ぎ     不眠症・神経衰弱・便秘  �    きゅうり� 暑気あたり・体熱を冷ま

                                                                            す・美肌・口渇・腎臓病�  

雑穀ご飯      疲労回復・美肌・集中力

みょうが     冷え性・生理痛・痔

【効　能】

中村駅開業３５周年記念 「イベント貸切列車」「イベント貸切列車」
　中村駅は昭和４５年１０月に開業し、今年で３５周年を迎えることになりました。

　そこで、皆様により多く利用いただこうと「イベント貸切列車」を運行しますので、

利用を希望される方は、次までお問い合わせください。

　土佐くろしお鉄道の経営は大変厳しい状況が続いています。車窓や展示写真を見

るなど、楽しいひと時を過ごしながら、鉄道が地域になくてはならない公共交通であ

ると確認いただけたら幸いです。

運行期間

車両貸切料金

申し込み

運行区間

平成１８年３月末まで（予定）

中村駅⇔窪川駅

運行希望日の２０日前までにご連絡ください。

幡多地域の風物詩やできごとなどの写真や記事を募集します。
　●締め切り　９月30日まで●

　提供いただいた方の中から抽選で３人の方に
「くろしおSきっぷ（中村⇔高知・御免間　自由席往復券）」をプレゼントします。

問い合わせ先　　土佐くろしお鉄道中村駅旅行センター　☎（３５）０８８８

59,500円（定員３５人）

土佐くろしお鉄道「イベント貸切列車」展示写真等を募集します土佐くろしお鉄道「イベント貸切列車」展示写真等を募集します土佐くろしお鉄道「イベント貸切列車」展示写真等を募集します

問い合わせ先 土佐くろしお鉄道中村駅旅行センター　☎（３５）０８８８
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国
際
交
流
員

アラファート君アラファート君
こ
ん
に
ち
は
、
グ
リ
で
す

関
係
者（
夫
、両
親
）の
応
援
で
克
服
で
き
ま

す
。
日
本
の
場
合
は
ど
う
な
の
か
、
は
っ

き
り
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
中
国
と
事
情
は

違
う
よ
う
で
す
。
日
本
女
性
の
母
性
愛
が

強
い
の
か
、
日
本
の
男
性
が
亭
主
関
白
な

の
か
、
社
会
の
理
解
と
応
援
が
足
り
な
い

の
か
、
そ
れ
と
も
価
値
観
の
違
い
か
、
日

本
で
は
、
母
親
が
長
期
間
子
ど
も
と
離
れ

て
暮
ら
す
こ
と
は
あ
り
え
な
い
よ
う
で
す
。

　
こ
の
間
日
本
の
あ
る
本
で
「
親
の
犠
牲

な
し
に
、
い
い
子
は
育
て
ら
れ
な
い
」
と

い
う
文
を
見
ま
し
た
。
日
本
の
場
合
、
育

児
を
と
て
も
重
要
視
し
て
い
る
か
ら
、
日

本
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
自
分
の
夢
と
か
を

犠
牲
に
し
て
育
児
に
頑
張
る
の
で
は
な
い

か
と
も
思
い
ま
し
た
。
こ
う
考
え
た
ら
日

本
の
お
母
さ
ん
は
「
偉
い
」、「
強
い
」
と

思
い
、
自
分
の
わ
が
ま
ま
さ
を
反
省
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　
中
国
に
い
る
時
は
育
児
と
家
事
だ
け
し

て
、
仕
事
の
こ
と
で
悩
む
必
要
が
な
い
日

本
の
奥
様
た
ち
を
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た

私
で
し
た
が
、
日
本
に
来
て
か
ら
、
そ
の

気
持
ち
が
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。
日
本
で

も
、
今
、
女
性
の
価
値
観
に
変
化
が
起
き

て
、
社
会
で
の
地
位
を
高
め
よ
う
と
す
る

人
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
も
し
、

日
本
の
場
合
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
で
変
化

が
で
き
、
女
性
の
家
庭
と
仕
事
の
両
立
へ

の
理
解
が
深
ま
り
、
育
児
の
応
援
が
あ
れ

ば
、
日
本
の
少
子
化
問
題
に
少
し
で
も
役

に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
し
ま

す
。
日
本
の
皆
さ
ん
は
ど
う
思
う
で
し
ょ

う
か
。

　

　
皆
さ
ん
、
ア
ラ
フ
ァ
ー
ト
と
言
う
名
前

に
聞
き
覚
え
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
う
で
す
、

あ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
（
Ｐ
Ｌ
Ｏ
）
の

議
長
の
名
前
で
す
が
、
そ
の
名
前
と
同
じ

な
の
が
私
の
中
国
に
置
い
て
き
た
息
子
で

す
。
「
あ
ら
、
子
ど
も
が
い
る
の
に
こ
こ

ま
で
来
て
、
偉
い
と
言
う
か
、
不
思
議
と

言
う
か
、
や
は
り
日
本
人
に
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
」
と
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

四
万
十
市
に
来
て
か
ら
よ
く
言
わ
れ

ま
す
。
言
わ
れ
る
た
び
に
、
本

当
に
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ

た
の
か
と
思
い
、
す
ご
く
不

安
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

中
国
人
の
お
母
さ
ん
た
ち
は

「
心
が
冷
た
い
！
」
ま
た
は

「
強
す
ぎ
る
！
」
と
思
わ
れ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
今
日
は
母
親
と
子
ど
も
に
つ

い
て
自
分
の
雑
感
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
私
は
日
本
に
来
て
１
年
ぐ
ら
い
生
活
し

て
み
る
の
が
長
年
の
夢
で
し
た
。
日
本
語

を
勉
強
し
、
日
本
の
も
の
な
ら
何
で
も
興

味
を
持
ち
、
何
に
で
も
好
意
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
今
の
仕
事
（
新

疆
大
学
日
本
語
教
師
）
で
も
日
本
で
生
活

し
、
日
本
語
を
上
達
さ
せ
、
日
本
を
よ
り

よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
国
際
交
流
員
と
し
て

四
万
十
市
に
来
る
チ
ャ
ン
ス
が
来
た
時
、

少
し
も
迷
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
夫
、
両
親
、

夫
の
両
親
が
私
を
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
が
国
に
い
る
時
、
育
児
は
ほ
と
ん
ど
私

だ
け
が
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
、
５
人
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
が
帰
国
す
る
ま
で
、

息
子
に
は
ど
う
し
て
も
元
気
で
い
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
日
本
の
お
母
さ
ん
が
私
の
立

場
だ
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
で
し
ょ
う
か
。

や
は
り
子
ど
も
と
離
れ
る
の
が
つ
ら
い
か

ら
と
い
っ
て
あ
き
ら
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
夫
た
ち
は
、
妻
が
外
国
に
勉
強
に

行
く
と
し
た
ら
反
対
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

中
国
は
共
働
き
が
多

く
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
の
で
、
仕

事
を
辞
め
る
と
い

う
発
想
は
あ
り
ま

せ
ん
（
よ
っ
ぽ
ど

大
金
持
ち
の
場
合

は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
）
。
職
場
で
は

女
性
と
男
性
が
ほ
と
ん
ど

平
等
に
扱
わ
れ
ま
す
。
仕
事
の
面
で
も

女
性
は
男
性
と
同
じ
能
力
が
要
求
さ
れ

ま
す
。
女
性
職
員
の
出
張
、
研
修
、
転
勤

も
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
私
が
日
本
に

行
く
こ
と
に
な
っ
た
時
、
日
本
人
の
よ
う

に
び
っ
く
り
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

か
え
っ
て
う
ら
や
ま
し
く
思
わ
れ
た
ほ
ど

で
し
た
。
こ
れ
は
多
分
、
新
疆
か
ら
外
国

に
行
く
の
は
そ
ん
な
に
簡
単
な
こ
と
で
は

な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
中
国
で
も
女
性
、

特
に
子
ど
も
が
い
る
場
合
、
他
所
に
転
勤
、

研
修
に
行
く
こ
と
に
な
る
と
家
庭
と
仕
事

の
両
立
が
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

　
こ
ん
な
訪
問
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
、
悪
質
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に
よ
る
被

害
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
四
万
十
市
で
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
大
半
は
訪
問
販

売
に
よ
る
も
の
で
、
高
齢
者
が
多
く
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
業
者
は
、
訪
問
し
て
き
た
日
に
す
ぐ
に
契
約
を
結

ば
せ
よ
う
と
「
今
な
ら
安
く
で
き
る
」
「
今
日
だ
け

特
別
」
な
ど
と
言
っ
て
、
す
ぐ
に
契
約
を
結
ば
せ
よ

う
と
し
ま
す
が
、
住
宅
工
事
は
高
額
な
う
え
簡
単
に

や
り
直
し
が
で
き
ま
せ
ん
。
家
族
と
十
分
に
検
討
す

る
時
間
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な

業
者
の
説
明
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
本
当
に
工
事
が
必
要

か
ど
う
か
を
信
頼
の
お
け
る
専
門
家
等
に
見
て
も
ら

っ
た
う
え
で
決
め
ま
し
ょ
う
。

　
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
に
は
、
契
約
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で

契
約
解
除
が
で
き
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
あ

り
ま
す
。
工
事
開
始
後
や
終
了
後
で
も
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
内
で
あ
れ
ば
解
約
で
き
ま
す
の
で
、

あ
き
ら
め
ず
に
書
面
で
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　（
本
庁
）商
工
観
光
課
　
　
☎（
３
４
）１
７
８
３

　（
総
合
支
所
）住
民
課
　
　
☎（
５
２
）１
１
１
１

　
高
知
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
８
８（
８
２
４
）０
９
９
９

訪
問
販
売
に
よ
る

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
！

今
な
ら
格
安
で

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
し
ま
す
。

床
下
を
無
料
で
点
検
し
ま
す
。

し
ん

き
ょ
う

あおぎ保育所にてあおぎ保育所にて
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よ
く
晴
れ
た
初
夏
の
頃
で
し
た
。
そ
の
日

は
、
東
京
の
母
校
か
ら
２
人
の
学
生
が
は
る

ば
る
中
村
ま
で
研
修
に
や
っ
て
き
て
い
ま
し

た
。
現
場
経
験
の
少
な
い
彼
ら
と
患
者
さ
ん

の
診
察
・
治
療
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

い
た
と
き
、

「
す
い
ま
せ
〜
ん
、
す
い
ま
せ
〜
ん
！
」

　
大
き
な
声
が
し
た
の
で
、
廊
下
を
見
る
と
、

男
性
に
担
が
れ
て
、
１
人
で
は
歩
け
な
い
ほ

ど
痛
が
っ
て
い
る
女
性
Ｔ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

ど
う
し
た
の
か
と
聞
い
て
み
る
と
、
１
週
間

ほ
ど
前
か
ら
左
の
腰
か
ら
足
先
ま
で
痛
み
が

あ
り
、
夜
も
寝
れ
な
い
と
い
い
ま
す
。
一
緒

に
い
た
学
生
た
ち
は
ま
だ
現
場
に
出
た
こ
と

が
な
か
っ
た
せ
い
か
、
女
性
の
痛
が
る
仕
草

に
圧
倒
さ
れ
、
顔
が
こ
わ
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
数
十
分
後
、
診
察
室
に
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
Ｔ
さ
ん
は
痛
む
左
足
に
苦
も
ん
の

表
情
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
診
察

室
で
も
座
っ
て
い
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う

で
す
。
す
ぐ
に
ベ
ッ
ト
に
寝
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
問
診
ど
こ
ろ
で
は
な
い
様
子
で
す
。

数
日
前
に
近
く
の
整
形
外
科
を
受
診
し
た
そ

う
で
す
が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は
異
常
が
な
か

っ
た
た
め
湿
布
を
処
方
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
痛
み
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な

る
ば
か
り
で
来
院
し
た
そ
う
で
す
。
さ
っ
そ

く
、
腰
の
方
を
診
る
と
冷
や
汗
で
ぐ
っ
し
ょ

り
で
す
。
左
腰
は
硬
く
な
っ
て
い
ま
す
。
お

腹
を
見
る
と
、
下
っ
腹
に
ま
だ
新
し
い
手
術

の
あ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
２
カ
月
前
に
３
人
目
を
帝
王
切
開
で
出
産

し
た
ば
か
り
な
ん
で
す
。
」

　
よ
く
話
を
聞
く
と
、
産
後
か
ら
仕
事
を
し

た
り
、
よ
く
動
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
脈
を

診
る
と
か
弱
く
細
い
脈
で
す
。
舌
は
血
色
が

な
く
、
白
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
症
状
は
体
の
弱
り
を
反
映
し
た
も
の
で
す
。

胎
児
は
お
母
さ
ん
の
血
か
ら
栄
養
を
受
け
取

り
、
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
お
母

さ
ん
は
出
産
の
際
に
、
血
も
元
気
も
大
き
く

失
う
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
産
後
に
動
い

た
せ
い
で
う
ま
く
体
が
休
め
ず
、
今
回
の
痛

み
が
出
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
本
来
、
体
が

弱
い
の
に
、
病
気
だ
け
が
強
い
と
い
う
こ
と

は
非
常
に
や
っ
か
い
で
す
。

　
ま
ず
、
元
気
を
補
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

弱
っ
て
い
る
体
に
、
強
い
針
を
し
た
り
す
る

と
か
え
っ
て
逆
効
果
に
な
り
ま
す
。
治
療
は

気
海(

元
気
を
補
い
ま
す)

と
三
陰
交(

血
を
補

い
ま
す)

の
ツ
ボ
を
処
方
し
ま
し
た
。
治
療
し

て
数
分
後
に
は
脈
が
太
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

元
気
を
う
ま
く
補
え
た
証
拠
で
す
。
し
か
し
、

20
分
後
に
は
左
足
の
痛
み
が
ま
た
う
ず
き
だ

し
、
Ｔ
さ
ん
は
痛
み
を
こ
ら
え
て
冷
や
汗
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
思
っ
て
い
た
よ
り
も
病
が

深
く
、
強
か
っ
た
の
で
す
。
左
腰
の
硬
さ
は

血
が
よ
ど
ん
で
病
気
の
強
さ
を
現
し
て
い
た

の
で
す
。
そ
こ
で
、
左
腰
に
１
本
の
鍼
を
す

る
と
真
っ
黒
い
血
が
少
し
出
て
き
ま
し
た
。

　
３
日
後
、
な
ん
と
か
一
人
で
歩
け
る
も
の

の
、
ま
だ
左
足
全
部
が
痛
む
そ
う
で
す
。
脈

は
前
回
よ
り
太
く
な
り
、
舌
も
赤
み
が
さ
し

て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
良
い
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
証
拠
に
、
前
回
は

痛
く
て
横
に
な
れ
な
か
っ
た
の
が
、
今
日
は

ゆ
っ
く
り
寝
れ
て
い
ま
す
。
左
腰
の
硬
さ
も

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
も

同
じ
治
療
を
し
て
、
元
気
を
補
い
ま
し
た
。

　
１
週
間
後
、
腰
に
少
し
痛
み
が
残
る
だ
け

で
、
夜
の
う
ず
き
も
な
く
な
り
、
歩
き
回
れ

る
よ
う
に
な
り
、
次
の
診
察
時
に
は
痛
み
は

消
え
て
、
日
常
生
活
に
も
戻
れ
た
と
嬉
し
そ

う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
食
欲
も

出
て
、
元
気
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い
ま
す
。

痛
み
も
消
え
て
、
食
欲
も
出
れ
ば
、
も
う
大

丈
夫
で
す
。
産
後
は
し
っ
か
り
休
み
な
さ
い

と
念
を
押
し
て
、
今
日
を
も
っ
て
卒
業
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
３
週
間
後
に
Ｔ
さ
ん
が
再
度
来

院
し
ま
し
た
。
足
腰
の
痛
み
は
治
っ
て
い
ま

す
が
、
今
度
は
生
理
痛
が
ひ
ど
い
よ
う
で
す
。

脈
を
診
る
と
ま
た
、
か
細
く
な
っ
て
い
ま
す
。

私
が
苦
笑
い
を
す
る
と
、
Ｔ
さ
ん
も
苦
笑
い

を
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
仕
事
に
復
帰
し

た
よ
う
で
す
。
ど
う
や
ら
、
産
後
の
大
切
さ

を
足
腰
の
痛
み
と
一
緒
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
。
さ
て
、
今
度
の
生
理
痛
も
や
っ

か
い
そ
う
で
す
。
次
は
ど
ん
な
理
由
で
病
気

に
な
っ
た
患
者
さ
ん
が
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
鍼
灸
師
　
山
崎
　
道
広

軽
視
し
た
産
後

　
澄
ん
だ
青
い
空
に
白
い
入
道
雲
が
目
立

っ
て
き
た
ら
夏
の
季
節
の
到
来
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
夏
の
雲
は
、
水
平
線
か
ら
溢
れ

る
よ
う
に
重
な
り
、
大
き
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
こ
に
セ
ミ
た
ち
の
大
合
唱
が
雲

の
膨
ら
み
を
楽
し
む
が
ご
と
く
、
鳴
り
響

い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
季
節
の
中
、
さ
ま

ざ
ま
な
患
者
さ
ん
が
来
院
し
ま
し
た
。

ち
　
か
い

さ
ん
い
ん
こ
う

中

医

学

研

究

所

コ

ー

ナ

ー

中

医

学

研

究

所

コ

ー

ナ

ー

Vol. 5Vol. 5

診 療 日 の お 知 ら せ

鍼　　灸

中医クリニック
下田（いやしの里内）

☎(３１)５２００

附属診療所
市民病院隣接

☎(３４)３５５８

火曜日

水曜日

金曜日

土曜日

10：00－13：00

9：00－13：00

9：00－13：00

9：00－13：00

14：00－18：00

14：00－17：00

14：00－17：00

14：00－17：00

（夕方診療）

（第２、第４）

午　前 午　後

中医クリニック
下田（いやしの里内）

☎(３１)５２１１

月曜日

水曜日

金曜日 9：00－13：00

14：00－17：00

14：00－17：00

14：00－17：00

午　前 午　後

月曜日

木曜日

9：00－13：00

9：00－13：00

14：00－17：00（月２回）

午　前 午　後

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

9：00－13：00

9：00－13：00

9：00－13：00

9：00－13：00

14：00－17：00

14：00－17：00

午　前 午　後

付属鍼灸院
市民病院隣接

☎(３４)４７９８

★行事などにより変更される場合がありますので、診療予約の際は各受付
　までご確認ください。急患の方も診療しますので、ご連絡ください。

休　診

休　診

休　診

休　診

休　診
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アスベスト問題の相談窓口
　アスベスト（石綿）とは、天然に産出される繊維状

の物質で、薬品や熱に強いという性質から、建築物

では屋根材や内外装材、石綿セメント円筒などに広

く利用されてきました。しかし、工場などでアスベ

ストを扱っていた人たちがこの粉じんを吸入するこ

とによって、石綿肺や中皮腫などの健康障害が長い

年月を経て発生する場合があることが分かっています。

　また、昭和55年まで認められていた吹き付けアス

ベストが、経年変化などの劣化により飛散しやすい

状況になっている場合があること、建物そのものの

解体時期をむかえ、吹き付けや建材中のアスベスト

が作業時に大気中に飛散する恐れがあることなども

問題となっています。

 このように、アスベストによる健康被害が全国的

に問題となっていることから、皆さまの不安に対応

するための相談窓口を設置しました。

アスベスト問題の相談窓口

内　　容 問 い 合 わ せ 先

健康について

四万十市の総合窓口

アスベストの処理・廃棄について

アスベストを含有した
建築材料の取り扱いについて

アスベストを使用した
建物の解体・改修について

その他アスベストに
関する内容について

労働環境に伴う
健　康　相　談

幡 多 福 祉 保 健 所

高 知 県 健 康 増 進 課

高知労働局安全衛生課

高知労働局労災補償課

中 村 労 働 基 準 監 督 署

高 知 県 住 宅 企 画 課

高 知 県 建 築 指 導 課

高 知 県 廃 棄 物 対 策 課

幡 多 福 祉 保 健 所

高 知 県 環 境 保 全 課

幡 多 福 祉 保 健 所

高 知 県 環 境 保 全 課

四 万 十 市 地 球 環 境 課

☎(35)5979

☎088(823)9675

☎088(885)6023

☎088(885)6025（労災補償関係）

☎(35)3148　

☎088(823)9856（住宅の場合）

☎088(823)9891（住宅以外の場合）

☎088(823)9688

☎(35)5979　

☎088(823)9686　

☎(35)5979　

☎088(823)9686　

☎(34)6126・(34)1170

（健康診断、健康障害予防対策、
　労働安全衛生関係）

問い合わせ先　（本　　庁）地球環境課 ☎（34）6126・（34）1170
　　　　　　　（総合支所）住　民　課 ☎（52）1111

ボクの飼い主は、散歩に行くときには

必ず、フンの後始末をする道具を持っているよ。

犬は、自分で後始末をすることができないから

飼い主がきちんとフンを拾って帰ろうね。

中村地区区長会 ・ 具同地区区長会 ・ 高知県獣医師会幡多支部 ・ 中村ロータリークラブ ・
（社）四万十市観光協会 ・中村商工会議所 ・ 四万十市議会議員有志 ・ 国土交通省 ・四万十市・ 
高知県幡多福祉保健所

問い合わせ先：（本庁）保健介護課　保健衛生係　　　　   (３４)１１１５
　　　　　　   高知県幡多福祉保健所　食品・衛生課  　   (３４)５１１９

「フンを持ち帰ろう」 愛犬のフン害防止運動愛犬のフン害防止運動第8回

平成17年9月平成17年9月
内容：河川敷でのフン拾い、啓発資材の配布、

　　　看板の設置、広報車による巡回ほか

　四万十川および後川の河川敷は、住民にとって憩いの場であり、格好の散策スポットです。
　ところが、両河川の堤防や河川敷には飼い主による犬のフンの放置が多く、苦情が絶えません。
　そこで、今年も犬の飼い主にマナーの向上を呼びかけるため、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をフン害防止推進月間とし、啓発活動を実施します。
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四万十市の人の動き

～８月１日現在～

総人口　38,267 人
　男�　18,180 人
　女�　20,087人
世帯数　16,072 世帯

転入　81人　出生　29人
転出　92人　死亡　36人

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

四万十市の人口・世帯四万十市の人口・世帯

7月中人の動き

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く5

中
村
大
橋
通�

中
村
東
町�

右
山
元
町�

駅
前
町�

古
津
賀�

古
津
賀�

古
津
賀�

安
　
並�

佐
　
岡�

入
　
田�

具
　
同�

具
　
同�

具
　
同�

具
　
同�

森
　
沢�

初
　
崎�

下
　
田�

蕨
　
岡�

西
土
佐
須

西
土
佐
下
家
地

中
村
小
姓
町�

中
村
京
町�

右
山
元
町�

右
山
元
町�

古
津
賀�

古
津
賀�

古
津
賀�

古
津
賀�

安
　
並�

安
　
並�

佐
　
岡�

森
　
沢�

間
　
崎�

津
蔵
渕�

竹
　
島�

�

藤�
�

田
野
川�

若
　    

藤�
�

手
洗
川�

西
土
佐
奥
屋
内�

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
西
ケ
方

西
土
佐
用
井�

植
村�
雄
真�

 

雄
樹

倉
松�

乃
依�

 

正
樹

今
岡�

花�
 

正

武
田�

茉
乃
亜�

 

誠

秋
森�

��
 

英
彦

小
松�

奈
那�

 

孝
教

松
田�

華
音�

 

淳

喜
多
村�

優
香�

 

博
之

谷
本�

子
波�

 

直
仁

麻
田�

小
夏�

 

耕
平

岩
松�

琳
華�

 

香
奈

谷�

晟
駕�

 

隆
博

水
田�

小
夏�

 

勝
也

宮
��

緋
奈
子�

 

浩
臣

花
岡�

希
海�

 

勇
輝

加
用�

智
哉�

 

誠
治

宮
崎�

八
真
斗�

 

治
茂

平
口�

碧
月�

 

友
二

上
原�

淳
聖�

 

好
文

田
邊�

琴
音�

 

秀
樹

ゆ
う
ま

の
　
い

は
な

ま
　
の
　
あ

り
ん

な
　
な

か
の
ん

ゆ
う
か

こ
な
み

こ
な
つ

り
ん
か

せ
い
が

こ
な
つ

ひ
　
な
　
こ

の
ぞ
み

と
も
や

や
　
ま
　
と

み
づ
き

じ
ゅ
ん
せ
い

こ
と
ね

　
本�

文�

73

篠
川�

�
行�

68

田
中�

瑞
��

89

光
内�

哲�

76

大
田�

和
夫�

77

佐
竹�

永
生�

87

野
並�

重
實�

87

森
中�

茂�

56

尾
��

千
代
野�

87

佐
々
木�
英
雄�

65

宮
地�
清
��

72

熊
谷�

二
三
子�
92

刈
谷�

鉄
惠�
97

上
田�

登
譽�

77

山
��

陸
治�

88

田
能�

民
子�

67

杉
本�

達�

68

野
中�

浪
子�

94

北
原�

和�

76

弘
井�

勝
見�

83

矢
間�

��

90

山
��

伊
太
郎�

81

安
藤�

久
壽�

80

　
外
科
医
で
作
家
の
篠
田
達
明
さ
ん

と
い
う
人
の
書
か
れ
た
『
徳
川
将
軍

家
十
五
代
の
カ
ル
テ
』
（
新
潮
新
書
）

と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。

　
初
代
家
康
に
は
じ
ま
っ
て
、
慶
喜

で
終
わ
る
十
五
人
の
将
軍
の
、
ひ
と

り
ひ
と
り
の
生
い
立
ち
や
性
格
、
持

病
な
ど
に
加
え
、
ど
ん
な
亡
く
な
り

方
を
し
た
の
か
な
ど
が
、
興
味
の
尽

き
な
い
文
章
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
驚
い
た
の
は
、
九
代
家
重

と
十
三
代
家
定
は
、
そ
ろ
っ
て
重
度

の
身
体
障
害
者
だ
っ
た
と
知
ら
さ
れ

た
こ
と
で
し
た
。
「
そ
れ
で
も
幕
府

は
二
人
を
排
除
せ
ず
、
と
も
に
将
軍

の
座
に
つ
け
た
の
は
画
期
的
で
あ
っ

た
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
将
軍
の
後
継
者
を
め
ぐ
る
、
ど
ろ

ど
ろ
し
た
争
い
は
、
今
で
も
テ
レ
ビ

や
映
画
で
ド
ラ
マ
化
さ
れ
ま
す
が
、

か
な
り
の
障
害
者
を
将
軍
に
選
ん
だ

と
い
う
こ
と
に
著
者
自
身
も
、

「
将
軍
の
息
子
と
い
う
特
殊
な
条
件

下
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
障
害
者
を

差
別
す
る
こ
と
な
く
う
け
い
れ
た
の

は
日
本
史
上
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で

あ
っ
た
」
と
書
か
れ
た
一
節
も
あ
り

ま
し
た
。

　
現
代
の
私
た
ち
が
考
え
て
い
る
よ

う
な
障
害
者
問
題
と
は
、
ま
っ
た
く

違
う
意
味
で
将
軍
は
選
ば
れ
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
の
時
代
で
さ
え
き
び
し
い
差
別
の

中
に
い
る
障
害
者
の
こ
と
を
思
う
と
、

徳
川
幕
府
の
偉
大
な
一
面
を
知
ら
さ

れ
た
気
も
い
た
し
ま
し
た
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
現
代
は
、

高
齢
者
社
会
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
高
齢
者
社
会
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
す
ぐ
れ
た
面
が
み
ら
れ
ま
す
。
一

つ
に
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
な
が
ら

人
々
の
寿
命
が
延
び
た
こ
と
。
二
つ

め
は
、
人
生
五
十
年
と
い
わ
れ
た
頃

に
は
思
い
も
及
ば
な
か
っ
た
長
い
老

後
を
、
ま
っ
た
く
新
し
い
や
り
方
や

考
え
方
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。
他
に
、
も
う
一
つ
、
「
障

害
者
と
の
共
生
」
と
い
う
利
点
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
な
が
く
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

全
員
が
障
害
者
を
身
近
に
体
験
す
る

社
会
で
も
あ
り
ま
す
。
無
関
係
の
存

在
で
し
か
な
か
っ
た
障
害
を
、
自
分

の
こ
と
と
し
て
認
識
で
き
る
こ
と
に

な
る
わ
け
で
す
。
人
生
の
終
わ
り
近

く
な
っ
て
改
め
て
知
る
人
間
の
す
ば

ら
し
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ま
の
私
た
ち
は
、
徳
川
の
将
軍

さ
え
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
新
し
い

世
界
を
生
き
て
い
ま
す
。
障
害
を
嘆

き
差
別
す
る
の
で
は
な
く
、
「
自
分

の
事
」
と
し
て
、
全
身
で
分
か
り
合

え
る
社
会
作
り
を
目
指
し
た
い
も
の

と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
衞
　

　
　

 「お誕生おめでとう」、「ご冥福をお

祈りします」のコーナーへの掲載につ

いては、ご家族の希望を聞いて掲載する

こととしています。

　掲載を希望される場合は、（本庁）市

民課☎（３４）１１１３まで必ずご連絡

ください。

          （
平
成
17
・
７
・
６
〜
平
成
17
・
８
・
５
届
分
）

住
　
所
　
　 

　
赤
ち
ゃ
ん  

　  

　
　
保
護
者

お
誕
生

　
お
め
で
と
う

お
誕
生

　
お
め
で
と
う

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す�

      
          （

平
成
17
・
７
・
６
〜
平
成
17
・
８
・
５
届
分
）
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◎ 一般健康相談

月　日 時　　間 場　　　所

※急患の方はご利用ください。都合により変更もあります。

9月13日(火）�

　　　　�

　　　　�

14日（水）�

15日（木）�

21日（水）�

22日（木）�

　　　　�

27日（火）�

　　　�

10月5日（水）�

　　　�

6日（木）�

　　　　��

　　�

三里集会所

名鹿集会所

山路上集会所

磯ノ川集会所

古津賀第１団地集会所

安並尾崎集会所

佐田集会所

楠島集会所

横瀬集会所

竹島集会所

久保川集会所

古津賀第2団地集会所

九樹集会所

平野集会所

月の

～健康は自分で～　１年に１度は検診を

Ｃ健 康 カ レ ン ダ ー

古紙再生率100％再生紙を使用しています。 この冊子は環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

◎乳幼児（赤ちゃん）相談

月　日 時　　間

9月13日（火）�

15日（木）�

22日（木）�

10月5日（水）�

　　　　〃�      �

大川筋診療所

古津賀第１団地集会所

健康管理センター

大川筋診療所

古津賀第2団地集会所

10：30～11：00

10：30～11：00

 9：30～11：00

10：30～11：00

10：30～11：00

14：00～14：30

10：00～10：30

13：30～14：00

13：30～14：00

10：00～10：30

 9：30～10：00

14：00～14：30

13：30～14：00

13：30～14：00

 9：30～10：00

14：00～14：30

10：00～10：30

 9：30～10：00

 9：30～10：00

Sep

内　　科

（３５）４１５１

（３４）２１２６

（３４）１３６５

（３４）１２１１

（３４）６２１１

（３５）３０５４

（３４）５１００

（３４）２０３０

（３４）５２５２

（３４）２１２６

（３４）７１７７

（３４）１２１１

（３４）６２１１

（３４）２１２６

（３４）６６２２

（３５）０１０８

月 日

９

10

電話番号 電話番号

救急当番医　（午前8時～午後6時）

救急病院救急病院 市 民 病 院

外　　科

竹 本 病 院

四万十市民病院

要 医 院

木 俵 病 院

幡 多 病 院

松 本 病 院

中村クリニック

森 下 病 院

正木整形外科

四万十市民病院

佐々木整形外科

木 俵 病 院

幡 多 病 院

四万十市民病院

黒原クリニック

小 原 外 科

場　　所

月　日 受付時間

9月28日（水）�

10月5日（水）�
 健康管理センター12：50～13：30

場　　所

※保育士と保健師による赤ちゃんの、タッチケア
　教室です。乳幼児（赤ちゃん）相談の場所で行っ
　ています。特に持参ものはありません。

 9：30～11：00

月　日　 時　　間 場　　所

9月22日（木）� 健康管理センター

◎ママタッチ教室

〃

〃

〃

〃

〃

〃

※対象者・・・平成15年12月生まれの方
                     （個人通知します）

※対象者には個人通知します。�  

 14：00～17：00

月　日　 場　　所

9月15日（木）� 健康管理センター

◎養生健康相談

※中医学研究所の医師が相談に応じます。�    
　お気軽にお越しください。事前に（市）健康管理セ
　ンターまでお申し込みください。　 （34）2156    

時　　間

健康管理センター 12：50～13：309月8日（木）�

◎1歳9カ月児健診

月　日　 受付時間

◎乳児健診

場　　所

※対象者・・・平成16年１月生まれの方
                     （個人通知します）

健康管理センター 12：50～13：3010月6日（木）�

月　日　 受付時間 場　　所

◎精神科医による「心の健康相談」

日　　程 申し込み締切日 時　　間

9月20日（火）

9月27日（火）

9月15日（木）

9月21日（水）

場　　　　所

幡多福祉保健所　中村山手通19

問

相談医：精神科嘱託医
申し込み多数の場合は、次回になることもありますのでご了承ください。�  
※保健師・相談員による相談は、随時受け付けています。�   
  　　　幡多福祉保健所障害課　　（３４）５１２４　　（３５）５９７９  申

11

18

19

23

25

2

9

10

　＊西土佐地区の検診等のお知らせは
　　西土佐保健センター新聞をご覧く
　　ださい。

広聴ファックス 広聴メール

０１２０－４５９７８７
フリーダイヤル し こ く ななはちなな

み な さ ん の 声 を 聴 か せ て く だ さ い
　市民の皆さん一人ひとりが持っている市政に対する意見、提言や
苦情、要望などを聴くために設置しています。
　「開かれた市政」を推進していくうえでの目標は、市民の皆さん
への行政サービスの向上にあります。そのために市民の皆さんのご
意見、ご要望をお聴かせください。

四万十市公式ホームページ上に設けています

h t tp : //www.c i ty . s h imanto . l g . j p /

問い合わせ先

（本　　庁）保健介護課
　　　☎（３４）１１１５
（総合支所）保健福祉課
　　　☎（５２）１１３２

 12：50～13：30

月　日　 場　　所

9月16日（金）� 健康管理センター

◎3歳児健診

※対象者・・・平成14年１月生まれの方�   
                     （個人通知します）

受付時間

※妊婦（夫）およびその家族。事前に（本庁）保健衛
　生係までお申し込みください。　　（34）1115
　資料代……500円

13：30～15：30

13：30～15：00

月　日　 時　　間 場　　所

健康管理センター

◎妊婦教室

9月21日（水）� 

25日（日）� 

29日（木） �

※対象者には個人通知します。

西土佐保健センター 13：30～14：009月15日（木）�

◎1歳6カ月児・3歳児健診（西土佐地区）

月　日　 受付時間 場　　所




